
鹿島灘沿岸地方における 2 国有林の

柿物調査報告

Mm:aru KAWλ1は Ag. D. 日nd Yasaka Ih y品1If: The Name.List of Plants 

growing in two NatiOlnl Forests situated near the Shore Line of Sea, 

a Part of Western Pacific Ocean so.called "Kashimanada" , and some 

Notes on the Plants listecl from Viewpoints of Ecology. 

河

林

内
qf
 

オ-;:J)

界百 柴2)

目次

純 文............................ .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ................ 9 

1 ti再生の概t兄.. ・・・・ ・・・・回目.. .. .. .. .. . • .. .. .. .. . • .. .. .. .. .. .. .. .. .. ...... .. . .10 

2 r ラウン寺 Lール]氏の生活形「スペクトラム J ...目・・・・ー・・・・ .. .. ...... .• .. .. ... .14 

3 当該地方の気候うj"!ft"( と刷物jの frH ji\l .. .. . ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・目. .. .• ......... .19 

4 ~，、I校， II~ít同国有林v).il!l物.....， ..・・・・・・・・. • .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .... .. .. " ....... .21 

(1) M物分!1j;也f虫学上嶋味ある (l11[向の概説 . . . . . . • .ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・回目... .21 

(2) 制御 11i-l .. .. .. .. .. .. .. .. ..・・・・・・・・・・・・ー・・・ .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. ...... ... .28 

5 H.ésu l11活 .. ,..... ・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・目................................. .69 

緒文

山111.巳 ì~iIW'l);':すなわち:)'ミ争点， ill市山j!l，j Y誌のぷJド日沿J;日也 )Jには Æ'! 1 当多くの同千fH日j;也が I;/.{I:して

いる。そのうちで若行 (ill[lll) が関係していて，しかも相当人に失1I ら iしている林-~l~，試験J也がふ

たつある。そのひとつは炎J)}i:U1リlí .fi 1)11~十Jth1・ .J の ìf，μ戸砂防林ilt岐に関ずるものであり，仙のひと

つはIlil'品百県 fj与え:m~JII1;lí1:.J にあるスギ材、の i :\lfli:lこ日討するもの ε ある。首な JTーをよ H公同行林といい，

j支 Jfを IJ:)た|主i千円、1; と 11子んで、いる。

とのふたつの国有林に対し，村、北北験地を包合する司地という立iI.tにむいて，会~X. (i"fLlI) 

は，かねてからそのなかに白生ずる杭物心~JIII~査をして3むくととを念願として'いたので、あるがp

一汗 Á'の杭物分野i学に対する貧弱なる 11ï1を以てしては到底なし途げざるととろであった。たまた

ま H開1 21 年 (1946) 長友林克栄氏を林業i式験場に iill うるにあた 1) ， i"\:に嘱してとの H的をlli

し 1'*たのである。そこでイ:)~'~.~ 'f lfの円頭iこむいて，本報告のJilt成を読1 UJ してゐきたいと思う。

[ l ..jくのうち，緒文， 1, 2 , 3 I工医者のうち主としてiú[flj が分担し， 4 は林が分担するとこ

1) 農学博士 東京教育大学講師 2) :ì:副木部育箆科植生研究室長



- 10 ー 林業向i免i功fiJF究報 ;!i 第 63 号

ろである。しかして非行(川111 )は一応自身の分J止に対して'?I~~~~を絞ったが，その l竹本は初iめ

てんまかなものであって，むしろ 4 の航物! 1 1.止の前文!'I"Jの;i[:l.j Fx:で、あるととを大JJIこ沿いてあら

かじめ了};II してゐいていただきたいのでるる。

イ''':i iJM奈は~ì:として， n{j平11 23 /'1'- (1948) の 5 J1 必よび川/'I~の 10 月 21illlこわたり 1-Ïわれたも

のでるるが，そのまえlJ(河11 22 1， 1ミ(1947) 5 JJ にその年白川りの訓杢がuわれてし、る。

本dJi;J査を地行ずるにあたり，直接川接支援を賜わった千千二tj としては， J;IJ:学問 I: r; :J橋正生p 前

~Fiぽ~:1;J"l民f判主 '{fl~ノj 、本イ与しノ'J'(}寸営~'~;'rllとi3:+H之官1'1:々木倍邸，水戸営林祝日決林革法行芯ìl!:芽生

ìlì{i , l"n~n1~:IJ!F :iIë ， l ， ïJ安ill.!:~政 h:!l'， i山 1IIIilJ 営林'沢長Q+j:t主行川川 -l，\j;，ド IJ i'1 {1-[1=-1'本!'lf務行依川 fl:

!<ïJ 今村j土視， 材、:業\1花拡J25ミ色ιiバ此;

る。 !I ，\記してj~~~謝の立を去する。

な .td京民せる 111'[物1'，の 1ilIi J.Lについては， Elit白:科学 IW物附，来立〔大学~ Jlf1;(教ff大学等弁土irúi

の権威ある人々の指導にまつものが側めて多い。とれら弁方ìMの，)~;1'1 は，引さに 4. ;j:.J"jふ IU'c

f~，j[Gl行休のが[物の円]lJ1に掲げ ， xx. c+本)より 1[1:11 1:/礼を rlU:げた火山で、ある。 l ， ïJ I!寺に著 ií' (inf 

111 )のともにJ:2.';説れこ :l:ltえざるととろである。

1 植生の概況(i1lf! 11-}1].当)

A 1"1千J林の枕世， [I'rih'i 

í" ]'j公国有林とれは， ~I(事'&:Y長苅i刊m~1:Jj公+・!大~H;'íi迅り外 4)、 'J:にまたがるーすがの国有林， rJ'Jih'f 

140.86 ヘクタ{ルとその外l!l~ I乙杭たわる砂 lí:地n'， i:tJ'i 174.28 ヘクター;1.- , 合計 315.14 へク

タ -J1.-でるる。との固有林は全部ノk戸常 j:，j:!i1， 水 Jï琵営区にj:r;:するものである。

I Uít[司千î;j，j;，とれは ítri，\品県干 J城)H~}II :'n)H 大字山王宇r1~た匝lイJ林， rr'，日1'( 439 ヘクタールでるっ

てfp'UI1 IIIJ下?林苛鮫川経営区に附している υ

以上2 悶千日本のよ也I乳}二の f{Lllll土 Fig.1 I亡示しである。

B i'l{ut としての 2 ~EI千f材、の関係1'1句 f\J:ill 

Jギ:K・は 111::iJ工にたいて， Ei イ山河~M1'i'I I' [~1ジI，Jil (Forest Formation-Group) の Region (士也域)

日Ijの概念図を 2 枚作製し，とれを発去している。

その 1 は日本書院発刊の雑誌「土æ.l!U の HIi手11 27 年(1952) 3 月七九去よび 4 )j号に「我国

の天然林」なる題下に寄稿したもののなかに IBている。しかしとの図はその後になってととろ

どとろ訂正すべきものあるに気づき p さらに改善してとれを千凡社発行の日本主11科事典の「森

林」郁!の 1 部に発表しである。とれがその 2 である。

今[引 4s:手足f!?の 2 国有林の位置を指示するにあたり，以上掲げたふたつの図のうちその 2 の図

而を川いたので、あるがp 同時にとれを Fig. 1 として改めて発去したものでむる。しかしてと

の際， J:i-1J，理科事典のものをさらに多少改善しであるのである。
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いまとの同を発火するに際しきわめてんまかに非行の!日UfJ1~ を， iítll]lしようと，U う〈

中I{r:物社会 CPlant Community) の間初日Ijの基本単位として， ネ1I'[ll:):ji1¥[ C 1作j丸 liìた，

AE8ociation) を lLt.め乙。十lI'i !f'l/J社会を似 i) にひとつの生物f/<'，IH~ と認めるときに， A~sociation 

カザífi (Species) の立叫からの単位で、あることに対L-， 中J{[肋J社会の ~I-}，r;'n三 (J'.J うÍ'JJ1の単f，7:として

が[z ，"-単位J'Y， (itY'系， Formation) を l認める。しかして， I'ÎJ時にとの Formation なるものは一

般聡境 (General Habitat) 支現の i凶:ーで‘あるとする。さらに環境夫現の込;.ijJ，として l :t ，あま

りに出III)(I"Jにえきすぎ、るものであるカし 航生ごとに杓{'!.lt+íl (Climax Community) の!f;有 l

CPhysiognomy) ，7)共通または主f!似せるものを一括して航生大昨 CFormation-Group) とす

る。と ~L をと t.m1!(I'') に [lj: き 1<.わしてみると，

Formation-Group C知似の環境の去現)

Formation C環境の単位)

Association CM生の単↑ーな)

となって，との川f~h\(は大体 Brockman-]E:rosch， Rübel 両氏の分都法式 1[. j丘いもの εあるが，

その l勺待は汗:討の frlJ ~ょになるものであって，かならやしも介致して i主いない。な;j:~"Tcj:父してい

るが Formation-Group はやj 手かの杭生単位の出まけでるって， ，たして単佼そのものではな

いが， Formê.tion と Association とはともには方を児にしたるtl{[l!:の単{'Ìで、ある。しかも，

幸町民にむいて一致するかもしれぬが，解釈(J'~には Formation は AS8ociation よÌ) ~r~んき

な杭~Iôの単位で、はなし、のである。

本図 CFig. 1) は Formation-Group をJ!叫(，として， そのJAト々の:l:li!.J& CRegion) を阪，;j_~(Jり

に JC(わしたものである。 しかして Region という )~~I味はとの Region のなかにE見わ~L?)森林

航生b りとせば， その Region の示す Formation-Group に!必ずるものであるという工í~11;jζで、

あろ。

さて者~'f:t光サコ fi 本の森村ヰI{[生を大Jillに分けてつぎの 10 大!iJÕとする(ただしとれがうiJJ1の

よるととろは他 I ik:11Iかく発2とするととろがあるが，イ三千iiJJJーでは単lこ付諭(1りに闘のみを発夫して

ゐくことにゐ許しを附う次第でちる)。

1.i削，(:')'1熱"存;1* 2. 位E地位J林 3. ~:í{;緑広:N1Hj f:1、 4.7;?緑p 針広iK~j本

5. 常緑，落葉，針広混交林 6. 落葉樹林 7. 高山針葉一樹林 8. 北方針案搭J林

9. 治u-~-:林 10. !51U'tLt木

とれである、 しかしてその現われ方の概念を示すと，それは Fig.l のごときものである。

さて p 著?í-/主 6. l'fí.葉樹林のなかに諸障の型 (Type) が現われているととを認める。 しか

してその型は， さだめし数多いととと忠われるけれども， その全731;が著者の!Iに触れている

とは忠われない。 そとで， "JJ らかに著者の fl は映じている型を掲げてみると火ぎのようであ

る。
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Type ( 1 )広1提出材料;'~ill\l';~ Type (ll) ヒノキ p サワラ却 Type (lll) モミ 2~'!

Type (IV) スギ主'! Type(V) ヒパ型 Type (¥1) トドマツ型

とオしで必る。

つぎに一;平行は 7. r:,:j rJI針出樹林に対しでも p あるN庄のlf;'!を lJd、める。それはつぎのものであ

る。

Type ( J )四方型(カラマツをnうもの)

Sub-type 1 a グケモミ p コメツガ，ブナ p ミヅナラ，ダケカンパ型

Sub-typ¥� 1 b アアモワトドマツ，シラピソ，コ式ツ力、，タウヒ，グケカンパlf;'!

Type ( 11 )北方:Jt;'! ( カテマツを 1'1'わざるもの)

アヲモリトドマツ， ミツナラ p ブナ，グケカンパlf;'!

(ただしf，'!;z呈のコメツガを 1'!' うものあり)

つぎに 9. 出口斗ヰくのなかにも， -Jj出己 lilH主間々の型のあるととを 1認めている。 しかして今のと

とろとの大/[\:をた体全日'IÎ(I"jにつぎのように知jjリし::(1.ふるものと f三じている。

Type ( 1) クロマツ和国本型

Sub-type ( 1 ) ・ A 1:技少にアカマツをガ{-J;:ろもの

Sub-tYjJe ( 1) . B i:: < アカマツを i.!tぜざるもの

Type ( 11) アカマツ，クロマツ iI~交林211

Sub-tぺtype (ll) .A 2 ，汗九引"点!

Sub-t匂ype (ll) .B 2 計 f(::状伏~J昆.f?之とをなずもの

Type (Iil) アカマツまι，H;!~~日

Type (百)北方クロマツ林(主として人一I:十本)

Type (V)広葉法架がJ1、本l';'!

Sub・type (V) ・ A ミヅナラ p カシハ p イタヤカヱデlf;'l

Sub開type (V) . B カラフトガシハ p ナナカマ lJLlq

とれでるる。

著者は今のととろ，との刑 (Type) をもって，そのまま Formation に充ーつべきか， どう

かについてはジとむしていない。

f'~1 (Fig. 1) のなかで， 1, 2 , 9 の 3 大 il'(:VJ Region が示してないがp そ A L. i土つぎのごと

き )1 1[ 111 によるものである。

1 は本図に包合せらるる範図内にむいては，との大群lこ属すと JιわれるようなJL嘆はまゃな

いカ A らである。つぎの 2 の大IlYーは七として 3 の kni'が泊:にのぞむ治石地の」二にJJtわれているも

のであって，そのイ{-{iうは I切らかではあるがp イヰlえjの縮尺の紅白では p あまりをの ìì':ih'iが小で‘あ

るため表わしにくいのである。つぎの 9 の大昨についていうと， !i 本の海岸材、のぼとんど全部
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ばとの大-併に合まるべきものであるから， 9 の大併の Region はその民さに沿いてば p だいた

い r I 本の出j手続の長さと一致すべきほどの距離を示すべきものではあるがp その ~J日はやはりと

の杭度の縮尺で、 11支わし;1%¥. 、ほど狭いものである。

さて p 図 (Fig. 1) に示すと.:t~ 1) ，村松国有林はその形相，大1洋 9 の Type C ll) のうちの

Sub-type (n) ・ A に制するものであって，その直後に泊乙他の大併は 5 である。 また!I~た

固有林は図の示すがごとく，大r:下 5 と大群 6 との接触lil~ に泣き. rfjJ;~ よりの内地林でるるが，

図に示すが女n < ，とれを大観すれば， 2 ~;~.はともに，鹿山淵に近き 2 団の萩林であって，一方

は也1*汀線lこ接する ìNJ;明，，他は出作に近き!有地林であって，しかも，2 汗はたがいに近接せる

ととろにある 2 団主也であるというととができる。

2 íラウンキエールJ (Raunkiaer) 氏の生活形「スベクトラム」

(Biological Spectrum) CMl11t1 1.当)

本部ト!の記事は一応、持者の:JU当としてるるが事実は林氏の拒11))にまつものが極めて多いのであ

る。

l許J唄IC~ê.するがごとく p との+J{!h , [1 {1ftの 2 団坦はともに }.nu:J:~jltに泣き，または接する燕材、

である。そとでその地右の気性をゴラえてみると，ふたつの位以ーなるな1に分・けるととができる。

その 1 は 2 者はともに泣掠している森林ではあるが， I1えた同千H+は孫請Lf樹林に k司しp 村松岡

千J林は海J~;f本で、はあるが常禄， f存 !15，針決ìIf交林に接しているものでむる。との 2Xーがたがし、

に，そのなかに存する環境を呉にしているというととが航物の組問のうえに現われてはいまい

かというととであろ。その 2 は店応ðjltは有名なる暖流と，ミ~~ìric とiíI遭う海である。との気候 l二

の引 j設が，やはり植物J区系の i二に現われてはいまいかというととである。

昔話1土とれらの事怖を検IÎナし℃みる方法として，かの「ラウンキヱ{ル」氏の生前九五「スペ

クトラム」七武川してみたので、あるがp やや注日すべき幸山県を利たので、っきーに iiê.:i:ili;してみると

ととする。

ま十「スペクトラム J (以ドk)iに「スペクトラム」と 1t1: く) J)~II.みす:てかたについて，だい

たいの方針を説明するとつぎの上うである d

1:11'(物!三|録を見て，その阻をいちいち R 氏( í ラウンキヱ{ル J Jコ IH札以下川段)の生活形に

分けたのであるが，それにはつぎのような特別なる措世をとったのである。その理IL1はわが国

の羊歯知，顕花村[!抑]の全tflíが， Rií:の ~U丹;'1予の系統によって分けられているかというと，必十

しもさうではないからである。 しかして符 JAi-はもとより各枯について，いちいちその 1 年を逝

やる生日様式に中riiiili しているわけ‘でもないυ そとで，仕方がないから，はなはだ不石1t実ではあ

るが 'f年 Kのある杭度の疋H象と主観とをいれて，とれを類別にしたのであろりその要卸はつぎ

のとゐりである。

1. 誌茎五日 (Lian) の類はいったい frJjにいれて J山、か. とれについては Ri\:は明言してい
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ない。 との，'，'，(については，主Eの「タンズレー J (Tam:ley) l\: もとれを欠}，'.î.として桁摘してい

る。 そとで~~守F イ瓦月斤.乞'は 1，川'iJ じ〈 ツ yルq右村杭I{ιfK〔!肝!ドJ'I1 といつ℃も， 一"れf

す;ろs cn:ミ.元1来毛 Lian といラ術針の i正lιミしい俳f釈尺はイ木三イ永￡の'伍笠茎というとと、でε ある )λ。 イ本〈叶イ本〈のもの

Jは主，その布i'(q骨jカ ri主しうる前i さを 1;己tr:~により十二川f'. としゴモi;.lí Phanerophyte に和司人してある。

2_ Chamaeコhyæ， Hemicripto;)hyte, Geophyほの 3 ()-については，わが国の羊歯主Ji以上

のものについてそALぞ，jLíl日1作な， i山ieえがなし、ので，できるだけ悶}ijtや片'X'の町外i乙点、ける記1立を

たどって，そ，tLぞれ編入ばしてみたが，そのうちには観'誌を糾ったも，j)が相当にあるものと，U

っている。

3. Phanerophyte のがi\J iJも， R l\:JJ 1fÿ'J!.オるように 30m HJ二'.'ヴもの， fi 上ぴ 30m より

8m までのものを(IvIM) に， 8m よ 1) 2m までゐも山を (M) に ~m!.ソ、ドのものを (N)

にいれるというような数千には必やしもよってはし、ない。 ι党(I"J I乙，いわゆるん本と思うもの

は(l\!IlVI)に， t[ tj立のもハは (M) に.低いと，U うも ，;r，、は (N) に\， .)しであるがp それでもだ

いたいの而さの私叫f:は R !.\:乃ものによっている。

4. í'J引jは特 Phanerophyほとし，とれも，だいた L 、の正:J さに丈って， MM, M， N の 3

パーにわけている。

以 1.....のように非常ににまかな沿けかたであ乙が， 林l\:の 1刈杢に 11)( どイ11'(物ft の}(を lf*''tとし

て，ひとまや， 「スペクトラム」を宇1Iみ立℃てみると，その岩山県はつぎハ Tz，ble 1. のように

なるの εあら。またとJしを図 1:に泣いてみると，そAL!主 Fig. 2, a 必上び、 Fiヌ.2， b の上う

S E MM M N Ch H G HH Th 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 m 

Fig. 2, a. Biological Spectrum 

at "lVluramatsu." 
(Originated by Kawaゴa， M. 

and Hayashi, Y.) 

S E 批MMNChH GHHTh 
J2345678910  

Fig. 2, b. Biological Spectnlm 
at “お1eganョ"

(Originat号d ty Kawada, lVr. 

and Hayashi, Y.) 

になるのである。

いまと I乃ふたつ

の「スベクトラ

ム J Iこ対する lぜ戸1去

をしてみるとつぎ

のようになろので

ある。

まや，いかなる

植物気候p たとえ

ばf;~iW，型，熱帯多

雨， 112燥沙j吏，似

士山‘二44にわけで P そ

の「スベクトラ

ム」がどうなっ

てし、るかという



1;r¥ 63 号林業試を免場研究報告- 16-

Total 

54ヲ

Table 1. 

-
門
、

υ

ハ
U
1
I

勺
ノ


l

一
T
1

9

一
H
lH

2

 

8

一G
m

i
l
l
-
-

一
引

U
l
A
υ

7
一
日
ρ
3

6

h

6

l

 

C
 

5

一
N
m

4

M

G

 

3

一
M
6

一

M
3

7

4

E

4

 

斗
引

Life Form 

l'司i 紋
No. O{ Sp. 

Q'6 

For己st

キミ; 秩
JViuramatsu 

100 

753 

100 

22 

15 

117 

4 

n 

、み

27 

7 

7 I 3241 65 

43 

14 

83 

7 

傾数 l 
白兼 No. of SI)ー 7 I 68 
Megan巴 i・，

?合 1 I 9 I 7 12 

Viìi考本表の種額ω中にはlti'i殺さ ;1 L. Cいるものは控除されている。

日

50 

No. 5 

No. 6 
Q 

S. 101, 1926. Al1gemeine Pf h川f止!'ú: とれを H2，Y己k 1巳( 1 ，，]1巳&，と，

Berlin) によっ℃みるとつぎの Table 2. のようになっ℃し、 120

6 7 1 8 1 9 1 10 

1 C h 1 H G I HH  , T h 

5 4 

M 乱1M I 

Table 2. 

3 ? 

N E S 

13 三、17 9 20 17 6 3 

16 

5C 

2 

2 

3 

亡
J 

12 

15 

6 

13 

24 

6 

23 10 

)
 

Q
U
 -

nu 
(
 

3 

主祭 :Q~ 
Norr立al

熱帯多可i
Tropical, rainy 

乾， 2゙�f 
Dry d日sert

飯山
Arctic 

No. 1 

No.2 

No.3 

勺
ム2 22 No.4 

と ~Lーでるる。

「スペクトラム J No. 1 を 111存'i"こ Sp. No. 1 とし， 1スドとj しに i\ß-þ るとととする。マ~ .，..-グ六
て(_ L: , 

しTable 1.と Table 2. に掲げた 6 つの「スペクトラム」は /"J時に 6 つの数字列である。

かして，あるひとつの数千ダIjと他のひとつの数字列との 11\]1こ存する相関関係の高f止を知ろうと

すなはち/IIMir:yl; (Rank Methoc1, ﾌ"f 111 ?，f，ふきわめて打ìj当主なる五十~1Jì:1ミがある。するにあ7こり P

それで、著者はこのlIifí伶法川伐と林I入j簡易統計， lI(jギ 11 16 1,['., 183].'[，秋盛岡，東京)である。

2 を川いて，各「スペクトラム」相々JIIH亡イjえする ~;II関々係の山{止をしり，その高きものほど p

1';の気性型 p または気杭がよく似ているものとしたので、ある ω
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6><6 
ρ= 1. 0一 一一一=1.0-

10(10'-1) 
にあてはめてみるとP 二1. 0 空主主(享二十y)2

n(n2-1) 
こ 1しを公主に

との場合すなはち，n は数千列の項数，U5-=0.96(ただし p は順位法による Æ'II関係数，
9S0 

ずなわとの川に存する相関々係は非常Sp. No. 5 と Sp. No. 6 n=10) となって

その型にむいて大変によく似ているというととにな之】のである。ち， 2 字;ーの気院は，

2 X・は J王とんど IIIJ ・のものでされば p 折f{J 1"スペクトラム」を訴'cぶして ltW;: してみたのに，

そ ~LI :t iJ:してさうではないのである。bって，イITI らの市計処にも到j主し件なかったかと\. 'うと，

との 21~ーの気 11主が型として II:に非市'によくf!'J.-C \.‘るととがう}・l リj したととそれ tl~Yがすなわち，

それならば、とのふたつの「スペすでに木研究のひとつの結果であって， fiJI:究はさらに匙んで，

クトラム」はどちらが他の型の「スペクトラム」に一校よく似ているか，すなわち，他の気候

i乙対して {I;I! として泣きものであるかを検;Hせねばならぬのである。

Sp. No. 6 とが Sp. No. 1 すなわち Normal に対してし・かなる関係まや Sp. No. 5 と

4 

1 16 

4 4 
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4 9 

4 4 
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(Computation No. 2) の上うになるのである。
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p(No. 1, No. 6) とし公式に

よって ldイザすると P

p(No. 1, No. 5) =0.80 

すなわち

ρ(No. 1. No. G) =0.E8 

となったのでるる。

村松と! Uïe とはその気伐の型

はたがいによく↑以てはいる

これをよ出í{;~\I!の気候と比較してみると， No. 5 (村松)の方が， No. 6 (1 Uîn よりもそ

Table 3. 
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とになるのである。

つぎに残りの熱;市多ì:@~ 1"スペクトラム」

(Sp. No. 2) ，乾燥沙i~~lfl-~ I スペクトラム」

(Sp. No. 3) ，極泊型「スペクトラム J (Sp. 

の 3 つにつき各その/lrr:ì↑i i'r: I}Jjを作って

みるとそれはつぎの Table 3. のようになる

のである b

No.4) 



第 63 号林業試験場研究報-17一 18 -

となるわで、あ乙。

そとで ， p(No. 5, No. 6) , p(No. 1, No. 5) 必よび、 p(No. 1, No. 6) の 3 つはすでに計

3.;}第 1 ， ;ly~;(tr~ 2 で ;'Jミめであるから市ー院を避け ， p(No. 1, No. 2) , p(No. 2, No. 5) ,p(No. 

日)72, No. 6) , p(No. 3, No. 5) , p(No. 3, No. 6) , p(No. 4, No. 5) , p(No. 4, No. G) 

つの p を求めるとそれはつぎの計五c箔 3 (Cornputation No. めのようになるのでるる。
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鹿島灘沿岸F也方における 2 国有林の 1荷物調査報告 (河川・林)

p(No. 4, No. 5) =p(，jMJ也，村松)ニ 0.43 H 

p(i_'lo. 4, No. 5) = p(初り止し fl{ljO 二 0.52 1 

よV，_I-.のがf !f~を;jr.1.j裂し，かつ結論をくだすとつぎの数引に帰せしむるととができる。

(1) 計算第 1 により村松と 11~Jtとは気候の型が非常によく似ている。

19 

(2) B , C の ~:lI恥からみて， 2 Jí_の気悦は当'!としてよく似ていても，さらにこれをこまか

く比慌してみると，村総の気院の )j が， IU交の気快よりもーh千七;'{ijll~r;'!iこよく似ている。しかる

に A の~~/i県からみて J 初~!~~~1f1型と熱~~ïr多I汀益'!とはほとんど完全に一致しているといってもよい

ほど似ているものである。以上を結合して，や)"{;公の気院の方が口授の気j[)'fl乙比して -liむ京市多

!日似 p すなわち，ある立[床にむいて1~認可[~(I'~v') ~I;~i;緑林の気院に似ているということがいえる。と

れはこのふたつの固有林が現に， 'i めている杭Eιl二の位泣からみて， まさにイ:;-:f'I!N~の紡論であ

る，さらに DF Z の給処はとのtuffjib乞定者きしてみEllfIし℃いるものといえるのである。

(3) B, C, D, E, F , G, H むよび I の p の fH'[を比較:してみて，村恰と I1殺の気候は型

としてどちらかといえば，熱母子多J:lEi~に近く，乾燥沙泌や側地の型には速いものである。とれ

はわが ii 本の伶位，とと ILx城県の北部から岡山県の東NI;の航生(I"Jにみたる位むからみて，合

J!j:}I'~の結論を与えているものといえる。

(4) F<G ででe あ り , 1トい川1け\íJ時 lにこ HくI の品iJ出I

つとも:乾4位主燥せる環境カか込らみても'生.f~I'的にもっとも乾燥せる環境からみても，村松の気伎の方

が，つねに円余ゐ気伐に比して，君'!としてj位手11 なも'_うであるととを示しているものといえる。

とれは， 1 1Jft:の寂林はむしろ決葉樹林のなかに存しているに比し.村松の森林は常緑樹林のな

かに位置しているさが実からみて介主'1\的の結論である。

l-'U二のようなわけで p まや一応、 R 氏の「スペクトラム」を編成して気候の主!!の大勢を知る

ことは，これまでも数多の学者ーによって試みられてし、るが，さらにとれに順位法を辿IIJ して，

I 段担りさげて，その市fII iJリにまで芹及したのは非行をもって故初とするように，Uわれる。

3 当該地方の気候の特徴と植物の種類 (Mfll ，林l窃 I ， J担当)

Idf控せるごとく， I_mi!l，む慨はその洋1::. 1乙沿いて1!3t流たる D~~字国と，ヨlWtたる .î~母国とが1'/1触れ，羽 l

i放するととで千T名な海である。

したがって平春より初夏にかけての気温の激変，濃霧，ととに東北風の吹くrJの気温の~{!:な

低下手は当設地方の気候の特徴である。かかる気候の特徴のるらわれとして，主流の影響を受

けて遠く北方にその本来の錦土をもっ寒地性の植物の南下してきたもの，ゐよぴとれとは逆に

県潮の影響を受けて，元来は市方のI民法lこ多く生活しかっ守泊に見るものが北上してとの週に

主IJ;\占したものとが， 2:何千百並び:， 1il混じて生活しているのがとの地方の植生の一大特徴ともい

えるのである。
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との現支えはずでに河川市符 ìt.:H~U虫学iilU色 (page 348~3EO) のなかにも， 村松国有林にむ

いてその砂J王の 1 部にはシロヨモギの白生をみ J その林内にオホウメガササウの1的存を発見す

るかと，EL えば， íι岸休 D クロマツやアカマツの主且!えの上には，ベェカヤランやヤウラクランの

H('iJiôをみると記述しであろが，今i"iの植物訓査を機としさらにiW主主を )Jll えたととろ，なた幾多

の村〔物~，との意味にやいてかl えるととができるようになったのみならやp との ftfif，" J は海J;~~，*

たる村松国有林ほどではないが， UÂた国有林にも IliJ1~慢の ="iî， %zが現われているととを発見するに

五ったので、 4うる。

以 r ， すとしこのととについて;i~j2!ちしてみよう。

1引会医I千日本

ただし杭物名のつぎに(イiめと，;己したものは内砂 lí:の←卜‘に立つものである J

(1) 比較的援埴産(H'î方系)と以われるもの

ヒロハぺユシダ，ス夕、、ジイ， トキワアケ 1:'- .ナンテン 1:'- ナンカヅラ p ヒメユヅリハ，モヂ

ノキ p モクコク p オホパグミ，イヨカヅラ印少) ，ノ、マグルマ(砂)，ハ夕方、ヤ(砂) , ハマス

ゲ(1沙)，ピラウドテンツキ(ィi'!;) .1イボクサ，ヒアフギ p ベニカヤラン，カヤラン，ヤウラク

ラン等でp とのうち!/Y'Iこ市 )j気軌の指主Zとして高度のものはハマグルマ，ヤウラクラン，ペニ

カヤラン p カヤラン，イヨカヅラ:芋である。

(2) 比佼的墓地産(北方系)のもの

オカヒジキ(砂)，ハマハグサ、オ(砂)，ハマナス ({i少) ，ヤナギタンポポ p オホウメカササ

ウ ウンラン(るi:J;) ，ヤマハハゴp シロヨモギ(五歩、) ，オホニガナ，ハマエンニク Oij;) , クロ

カハズスダp スカシユリ oi今) ，ヒメイズイ等であ之、。 とのうち!I与に桁TJi;;'植物として高度のも

のはヒメイズイ p シロヨモギ，スカシユリ，ハマナスよ~~;である。

なゐ.L~、← L'.のうちトキハアケ tt ，モクコク，ヒメユヅリハ，ハマグルマ，ナンテン.1 1':'" ロウF'

テンツキ等は天然分のの北la~かあるいはとれに近L 、もののようであり p オホウメガササウ，ハ

マナスタシロヨモギ半1j:":Jc;.然う}{J iの市mかp あるいはこれにちかいものと以っている υ

日兼国有林

(1) 比践的政治性 (1北方系)のものと d目、われるものは

カウヤコケシノブタヤワラシダ，オホベニシグ，マメヅタ，タチシノブ，オホイタチシダ，

コモチシダタカユクサ，シラカシ，スグジイ.イタピカヅラ p シログモ，ユリワサビ，イヌサ、

クラ P ジャケツイパラ p ヤブツパキ，エノシマキブシ p テイカカヅラ，ナウノタムラサウ P モ

ミヂタマプキ;'，!jである。

(2) lt'i'交íl'JÛ~ :i:札!/f1: (北方系)のものと，Uわれるものは

カウライメシグ，オシダ， ミヤマベユシグ，オヒョウユレ p ミチノクサイシン p ヒロハノキ

ノ、グタコクハヅル，アマニウ，ジンヤウイヂヤク p レンプクサウ，ノツボロガンクピサウ，オ
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ホユガナ p オヤリハグマ，セングイトウヒレン，ヒロハドジョウツナギ:~ry，で、ある。

とのうちタチシノブ， モミヂタマプキ::，f:jは jく然分布の:1 t.JUU也に近く， ノツポロガンクピゾ

ウ，オヤリハグマ，センダイトウヒレン等はベ然分ギIjJJ1H叫にちかいものと，lU、われる。

4 村松，自余両国有林の植物( ，/判 11. 当)

凡例

1. 主i長名とその向日列11!日 Ij三は fië'ú:Jソ、ナワラピ科よりミ、ゾキ1"1・までとカo マf:'1 よりランflーまでは

大部分ll[ l学I'\\H:本川 IE:::j，く l\::の1" ri イ吋1r'[物1í会」によりタイチヤクゾウ Hよりキクよ'1 ま-c は王111学

博 1:1日(立l\:のI" lì 本冊子桁[物u 1，t 'i;'U 1 , n Iこょった。 -]\iI5他の学者の誌によったものもある。

利引は H 本植物分知学会決定(植物学雑I訓fi手/1 27 1，ド 7 ~ 8 rJ~} p. 200~203) のものによっ

た。

2. 航物 11録手11 1'1のあとの1-1"ザは「ラウンキエール」氏の生日形記号をあてはめたものであ

る。 u 木の実状に応じてシダ矢11，ツル布rî物~.1';1こも辿t当てはめたU

3. 前国立科学f\~lq姉'j\'J，Uík: 11 1 )1ニ猛之進「引ーには正;J等航物全般の鑑定を1'J，かつ I ， ÎJíi'(i町民の総

本のfIJjJ1Xを許さ ~L ， I'ÎJíf'(i学五]''ilíldt竹義ilヰillW:士にはイラクサ科，イグサヂI':'.'lら東邦大学教段久

lへ111 1;孝氏には顕花干11'[物全般，科学 l 呼物íf1\"プ'(:JI:火三J:!\:) 1J.~t:I:にはカヤツリグサ干'1' ， イネ朴， パラ

利 p マメ手;1" タデヂ卜等p 京大理学部植物学教室の前川文犬I\\l士にはカンアオイ去JI等，文~In大の

イJI')jiir判事土にはシダ類， IU/Iラ大学の佐藤lE己的寸7にはサルオガセ主n，科学博物füYの奥山春季l\';

には顕花干Ir[物全般をそれぞれ御鑑定下さった。ととに!c/ (御礼 ql し上げる次第である。

(1) 杭物分類地王iil学 i二興味ある杭物の(J(読

A 村松田イf林

1. シラカンパ (Betula platyphylla Sukatchev. var. japonica Hara) カパノキ利

イ本t有杭1'[4物物有勿j は柏梓i'd太〈をフ天〈f烈然~~う分H禍布;の北!目U~μ士也と しそiれLから T市f仔f 下 J応るιF こ北l化ヒ?栴紅;近立，ヰ本〈小州川州|卜1"い川lリiド1古部15 までで‘広 < 分有布[し，ソχ<

然分荷布[の干市H削限4士泊也は苛静静ιL白ιí;!品刈y百{品司rJ!県県]，川川川j人川liJ日j十.t引i

れ二却E削tまれて 1必忌り札， i伏たして珍しいものではないが，ただ 1 本とはいえとの海岸のクロマツ林下の

しかも海抜 5 米ばかりの低地に生育しているととは大変珍しいととである。現在根本直径 31:乱

樹高 2 米あまりに生育している。との国有林を長〈監理していた人の話しによっても植栽され

たというととはないという。隼者主宰l土，山の役人がシラカンパのあるような深山を歩いてきて

そのままととにより， :r~T[子が登山靴にでも附着していてそれが生え生育したものではなかろう

かι思う。日付丘にはヤナギタンポポ，ヤマハハコ等の率い地方に多く産する種類がみられる。

2. ハマグワ(lVIorus bombycis KoicJzumi var. maritima Koidzmni) クワ科

王将主はヤマグワの変HIで、落葉の iiQ木をなし，ヤマグワより葉が厚〈光沢があり沿岸や島Ih;tQ.に
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生じている。とのクワの産するととろはì':iJj風はなはだしく普通のクワは生育しない。とれは最

初朝鮮の貯i凌島で発見され別名をタケシマグワともいう。静陵J誌の外i ClJ]H立の海岸やjirIiÏJ~ ， 京

遊， i:í': IHの l需品に生じ，また北海道や本店の海岸にも生やるととが);11 られている。しかしどと

の海岸にも dうるというものではない。当村1~とでは風当りのJえも強い出ー机の石亥l王に J"JT~W~に群

生し.なかに点々マサキ， トぺラ等が生じている。附むにはシロヨモギ p スカシユリ p スイ

パ，アキノノダシ，ハマユンニク，ハチジヨウナ当子がみら J工る。

3. ムベ (3tauntonia hexaphy lla Decaîとne) アケビド/-

本位!士一名トキワアケビともいう常緑の)泳三十:で J :;.!，犯は i毛柄を有し 5)Hi7 ノト葉よりなる掌状

復葉で手段をなし全辺1!l~毛で光沢があ乙。政日卯円形で紫紅色の柴泌を帝iIfて;::アケピのように!l司

裂しない。うちに白色の県内があり u- くてうまい。砧時との果実を誌誌に容れとれを Wj延 i乙献

上したので p オホニへすなわちオホムべといった。ノくjfi分布の北IU*.土也山形県飛島(fi 本海側)

以南の本州各暖地， {JJ-:C~七JJb ，四国J 九州 p 朝鮮WÎt'rI\ :ì;-よぴ、群島，済州 ~I~~}J，胞子ケ品， l~t~久島，

奄美大[;1 ， 33fE球，台湾， rj-l.~n~.民国東{fl):~riの 1段地に広くえ然分布するととが尖11 られている。村松

治U~~i本には海岸より少しく内陸に入った社議のカシ林 FéQ};に点々自生している。太:"1'-1下j])Ij !乙お

ける χJ34分布の~ít民地かそれに近いものと，目、われる。ととより少しく北の林業試験場正，~j萩誠験

地のiイlj 門林中にもありよく実をつけるがとれは布J'[栽と，141われる。

4. ハナハタサ、オ (Dontostemon den'ratus Ledebour) アプラナ利，

キ;加はj心j主砂地或いは山I/IJ向陽の士山こ生やる越年生平本で，茎は也iJ: し高さ 15~60 仰とな

り上方多くば分校する。よじは互生し総状'f;tlj:J:皮針形で，)l'vî'rUやや鈍71ラを呈し辺縁に組なる;ぬ川歯が

ある。五 JJ ごろ総状花l予を成して淡主r紫色の十字花を絞る。との杭物はう子二iIîが本州Ij l部の海岸

に眠られている。当村松では海岸林の ;:t~f:'L~1'*下等に点々 ~I三えている。手11名花旗芋は美花を 814 く

のでとくに花といったものである。

59 ハマナス (Rosa rugosa Thunberg) パラ利

オ司自主主として海Vf*の砂地lこ生十る詐誕の濯 i三で， 6 JJ 1戎紅色の挺美な花を fll4 <。牧町博士

によるとハマナスはJ呉羽てでハマナシが IE しいという。息地位の植物で伴」心千島p 北tM;立，本

州， ll服、f'-l昨日アジア等に広く天然分・布ずる。本州に:t.?ける天然分布は li 本海1!!1Jは青森県から島

根県まで， :}.-.::，門下院側は青森県から茨城県Jla.'îÌilJの大小店I[Jなまである。当十H公で↓之、南部国立時

詫所寄りのif:F) ;':vこ群生している。との村松rhi:J :~~は水戸市の東北ブjで、あるので大千洋772にゐける

べt{~ 分布の pli臨地で、はないがまやそれに近いものでるる。

6. ヒメユズリハ (Daplmiphyllum glauc己scens Blume) トウグイグサ件

本田は治J芋樹林Ij q乙生やる?;?緑rF:J木で主主はユズリハに似てノI さい。今日までに本州の房総三|三

品以前み各地，伊豆午島， ULJほし九州，種子ケ応，屋久島， :0î[球，朝鮮p 済州、l山，中華民国等

のi段i也 l亡広〈犬1.{i分布するととが)，11 られている。村松海岸にゐいては i接木'['[:のものが数本:みら
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れたのみである。当村{公はとの十Il[ !/'lJ)JγA 7，{i分布の二|ヒ_IU~土lP.かと}目、われる。また t%flのユズリハの

小高木も境内林等にみられるがヒメユズワハとは生7守地がややj立っている。

7. モクコク (Ternstroemia Mokof Nakai) ツパキ科

フド間は近tMの林地。に生十ろ常緑の高木で，二応は千i付で'{'I" JS( < 全迫力\~ 1';である。本州の房総小

島.U、子Hの各地， p月間， :lL州，尾久応，琉球，台湾，刺!.(l下，済州 j白， q l:~'M(医rrN'Í'iι J'fJ�L lt 

，(1.i， ボルネオ，スマトラ， ヒイロン.カシア与に広く天然分布しているととが失11 られているn

村松で'f;tili'ji社社主に点々口生がみられる。との地は天然分布の北山手地かあるいはそれに近いも

のと瓜われる。な主テ附近にはオウツルマサキやナンテンの n ~l.もみられる。

8. オオウメガサソウ (Chimaphila umbellata ¥V. Barton) イチヤクソウ利

*=聞は常緑の多年生j;q~で，実は j皮針形あるいはJ~H'Ìr'J状倒.Fi[Hiラをなし革Wf.l下緑色で瓦 f1 :t!!! 

茎をぬき川し桜の花に似たr'I色，あろいは赤色の IIJ憐なノJ.花を数'1命IHJ きftI[主する。 欧111〔， 作

太， 北iMi立， 本ナ州什州i卜N、'1は-北l化ヒ出?吉部T討刊i官:ω1J，以ソス、Jケぷ1干刊、\J'

「的内にク υ マツ J村1木4ぐ一下ドの T石i沙少釦土也に 1昨i洋下f生k していろ。ヨミ土配l'tのネi{[ !f7!Jがととまできてさかんにi?K生している

ととはまととに珍らしいととである。当士也に CI ~f:.の 4うるととは杭物学界にもすで、に会11 られて台

しとの地がX21i分イliのHi~j~地である。印近には脅迫のウメカれサソウもみられる。

9. シロヨモギ (Artemieia Stelleriana Bes~er) キク科ー

本間は多年生J):r~l(木で，茎は l也:Jf: しiふさ 20九40 事Ij[ となり，~はややl引をで茎とともに次(1

色の械毛を 1ヰi;.{li し，マf全体がf.t<:r' 1 色l乙光ってみえ美しい。秋 fi 茎の上古lí I乙比較íl'.rノ〈殺の jj1')状花

を清ける o tl'j'gぷ， T;白，北海道，イ心j十1 (友LI三洋{!IIJ茨城県以北， fi 本ir:i1)!Jj 1何度以:!ヒ) ，州ι

-i保州， カムチヤツヵ等の?削;*砂上也l乙広〈分布する.:;1~:I:也イゴオI{[ψ'!Jで・る 23。村松では ri再々の海岸砂土也

にその nたえの姿がみられる。ととより ffかにi'lI方である機1'1市川止まで分布がみられるがとの

地はA7，{i 分布の市民地に非.~~~.，こ近L 、ものである。な主;-jíf・H丘にはやはり JliJ'也管J:のハマニンニク，

ノ、チジョウナ了与が生えてし、る。

10. ハマグルマ (Wedelia prostrata Hemsley) キク科

ヰ;極は-1'1 ネコノシタともいい ， i(lF岸砂地l乙生やる多年生1s..本で'{主々大 l::lô生一し砂場を出うと

とがある。茎は長〈砂'-[~.を匂って白jから棋をむろす。業は卵形で疎j;1，，;歯を千f し架fT尽く茎:~S と

もに槌渋である。夏日校j'ifíに黄色の頭状花をlHJ く。本弁!の民総竿品以西の暖地海浜， ['月国，九

州，琉球p 台湾，朝鮮済州島，ノj、主JJ~~{，中華民国，印度支那等に広〈天然分布するととが主il ら

れている。当村松で、は国立療養所方 lÍ:l Îの海岸砂地にかつては点々自生をみたが，今日ではごく

稀にしかみられない。ととより少しく南方の大洗等にもある。ともかくとのやj怯は天然分布の

北限地かそれに近い地と忠われる。附近には t'.'1 崎県方町まで分布はしているが暖土~I:[<J:の村〔物で、

通うるイヨカヅラ，ピロウドテンツキ p ハタガヤ.ハマスゲ、等もみられる。

11. スカリユリ (Lilium maculatum Lindley var. elegans Koië_zumi) ユリ科
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本間は1(lû4さの砂地やihJ;:泣い低111 J) iì~地主与に白生をみるユリJ:J'iで， fl治茎!土地 l 十1深くあ 1) ，'，色

で鱗J j'は著しく尖っている。 6 ， 7 rJの候茎j買に有i~ II'W，をなして 293 花をf):J き 1:1りする。花

~11:J IAは寅赤色広漏三i状をなし，上下ややI):~IU し下午は漸尖bどをなすため各Jj' l!\] I亡'i;fl取を生じ，

スカシ(透し)の名を生じたものである。木州の北部， iJ 1部({)ト)、王半島等)から伊豆七~r:-j:_\~~の

沿岸地に天然分布する。当村松ではìni7拘i少J也のいたるととろに u生がみられる。茎はIA く砂地

を泣い，ととに長いものは1. 5 米にも及ぶものがある。

~2. ヒメイズイ (Polyg;onatEm humile Fischer) ユリ件

本fíffはーぞI ヒメアマドコロといい多年生小平本で地ド茎は 'J I:: I';: し茎は分11皮せや P F;i さ1O~

15 Ít:hll(工かりとなる。架はnJ;~:f'f f.~lf緑色で、夏 I!~\~IJ夜より市111 泌を 11'，し "1 色奇形の花をドffi:ずる。

ド'IU(，千島， ;It~民主， /jo.: j'I'I.lt'l'il,:11 (fJI吹山町等にもある)に分叶Jをみる;泉地位の1'1 1'(!f'l;rで二ì: とし

てi削ifや!京野に産する。村恰ではが}:岸の砂Jí':;1;ド等 lこ~t.じ J，品目的に w(ô生しているととろもある。

はらか南方の千葉県銚子犬l州!な附，近にもま》るがp その ii\J どとにもざらにあるというものではな

くぷゴ円、何刊の浴岸としては北 )j系の杭物として珍しいものと，U.われる。 F付近にやはり北方系の

クロカワズスヂ主争ヵ:みら ~Lる。

13. ハマカキラン (Epipactis Sayekiana l\IIakino) ラン干:卜

イミ，Eli:f! i'fij i'R-?ﾎ'ﾝ Þ也、の蹴1* 11 ' に {j:.-)コる多年生1:L本で斗lH1こはi七凶'I/J たきく， 茎は直立し， Fij さ 20

~40 抑ばかりとなる。;\tは~IU;~:[!fでやや叫く知毛鮮緑 cJ!JR条~n ;v，:で披をなしている。五JJl[のわ:

総;状花序をなして問花する。花は緑色で点I1n: を 471Fびている。関東地方の出伴砂地や海地に限ら

れている比較的珍しい植物でるる。村松では波打ちぎわより 200 米ばかり入った1 1ft地の泊ぬ肯

34;というク 37 ツを主とする砂 IÎ'.村、の柑下の一局部に'i[下生し， その他の砂地.1乙も稀にみられ

る。ととは天然分布の北1m地に近いものと J目、われる。なあー砂 lí:材、にはキクアザミ，マルパミツ

バアケビ，ハマサオトメカヅラ，ヒオウギ等も生じている。

14. ペニカヤラン (Gastrochilus matsuran Schlechter) ラン科ー

-;["ツランともいう J~;~~去のノj、気生|九jで、茎11mから/1'，すr'I緑色の !(J;H*Æ1~をもって， 1段地のマツ

Hf，モミ等の樹皮上にff生する。 !I~は日町三し1jh:í:lでおMえ民間jllJ[予をたとし，緑色を呈し， W;j hJîに紫抗

}.~i. を布〈。花槌は葉の反対側に引jlJIJJJ してこ足より短し似)凶1刀1引iに乙短イ小、なる稔状花t秘1広，l{{を l成点して:寅i疋奇緑色

に して紫市制制制机11川肌11札し1.'，川川iι'，'，点1，'，

に紫点がある均かミらでで、ある。本fÆは本州の 1ミ'城県小牛沼以南の l段土也， 1 I日国， 九州，対島p 屋久島

に天然分イfiするととが失11 らオしている。当村{公では主としてクロマツの制J14Eに 77i二生している。時

に;樹6145-111[に nYO生しているとともある。 χ部分市は前記のように泣く訂城県まで行っていろ

が，その川にどとにもざらにあるというものではないのでととに 1'1 ~[:.するととはi多しいことで

ある。なゐカヤランも境内林のカヤの樹l乙治生している。

15. ヨウラクラン (Oberonia japonica 孔-1akino var. aurantiaca Makino) ラン苧ト
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本店:は 112';:J血のモミ，ク、ロマツ，ツカ三};の刷]itFゃれ:-- [-_:.':[f- I乙五今生して ftffjJî:する常緑小!I';の多 "I'~Iミ

気~[~隔で，成長限度の具なるものが大小1m火つ℃併を成している。主は無ご[;'1三十ifで l壮行 fiJ形，

あるいは披針JI予でかつ錐状を，;lFびて尖り， i12緑色多肉で多数侍状に両列する。 5 J:Jごろ茎J!'i l三

和iI長い花加をfill状に主れ，会ft:t- II 武色を呈し側めて小さい淡貨色の花を多数n;-J <。との杭物は

"l:~批県金華III~ ヲ〈然分ずliの北I~IV也とし，それから lズrHのイ州、l芥地の II;QJ也， PLJ 同，九州、1，対jゐ P

尾久島今年に分イliする。当村松で、は ìMJ;-:材心/コクロマヅの-tþ!J-':~í:: ~こ j(i:![:_ している。本f.!riのみが治生し

j作i存をなすとともあり，また 11な1;己のベニカヤランとまじり汗f~t しているとともある。前にも足

したようにAf{{i分イliのjヒI~*j:也で、はないがp 産泊としては北|以上也にオくぐものと J目、われ珍しいもの

である。

16. フクレサルオカ、セ (Um坦 japonica Wain.) サルオカ。セ件

一一斗ヰ{[i主的j等航物ではなし、がね味なものであるのでとこにとリあげたものである一一本州1

;，:~，の向山のコメツガ，シラベ ::"ft-の私Jt主に、片辺に群生f\ffiITï;しているサルオガセ (Umea diffracta 

Wc:.Ïn.) に似た糸状J[ÌI，j'.くで p 当 JλH公ìÞJJ;さのクロマツ大木の松j幹にー l i'J ìMEtJî~ して町議な公飢を呈

している。とのフクレサルオガセは本州， ，四国 ， 1]\:'i:JJiしず?湾~'~('ýに分市ずる。 type-!ocali-LY は

}'Ç城県仙台T!jf;付近で、ある。 Jú!'j\ìnの本門家HJiij[ L，: 博士に雌~を fid買し，本Hlであるととが判

IIJjした。

B 'UJt国千f休

1. コウライメシダ (Athyrium 叩bripεs Komarov.) ウラボシ科

本位はメシグに矧似しやや大形のシダ'lfJjで l法上位に生やる。:!t.ìNむから判投下済州，rJ ， í:~j1貯p 満

州ド!~， I乙大:{1.(分{Iiするととが);11 ら j していろ。本十|‘|にも産するがその産地は l切らかでないu 当! l~た

ではヒノキ匙林地内のノト渓!í!Ûの;三地に小nI'生していた。シグ実J1のl/J(["J次1Jl-)j'l，iYf:i'，\t:1: に品定して

いただき本Hiでるるととが判I~l したJ 分叶i_I二lきとらしいものと Jιゎ~Lる。

2. タチシノブ (Onychium japonicum Kunze) ウラボシ件

本的は IIIJ也のやや乾慌したととろに生やる多年生市緑シダ去J'!で p 根茎は這い~1日:は叫に多数I l'，

る。薬師はi羽[J状披針形で市111かく 3 ~ 41 1111'3状に分ALる。実

コ千千布{千H して判叫(架より E日':j (拍き l山I~ る。 イヰリ刊の関東地方以NL L吋国 p 九ナ|・1 ，台湾， rjl 国， ヒマラヤ， フ

イリツピン p ジヤパ等に広く天然分-1Íiする暖地性シダである@関東地方ではI'P:Î部にはあるが北

部iこは稀で，現在までに会íl られている北限地は栃木県下都賀;甘問ω!である。当日哉はととよ 1)

北であるので天然分布ゐ北民地かちるいはそれに35:いものと忠われる。自殺では固有林の林道

ベリに数株みられたのみである。附近にはツルシノブ，コモチシグ，ヤワラシグ、等の!段迎性シ

ダ類が生えている。国有林外の民家の家敷林にはマメヅタやイタピカヅラのような!民地位植物

がみれらる。 I

3. ミチノクサイシン (Heterotropa Fauriei F. Maekawa) ウマノスズクサ;f;;f
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本f1rrは結J陰によIミポるカンアオイのーやEで、茎は長〈地 rll を tJ[\'jJ:' し，白íJi\J長< 1 ~ 3 1J;'， 1の~を生

やるo~は深緑色で光択があり J)E拭がない。 化はIIlf紫色ノj 、 11ヨで募 í:百は匁.~ <花れは突1111 してい

る ω 本州の東北地方から rl rt~日地方に否lJ ö 山岨わプナ，;1?の京+n、 i亡生じ，カンアオイ rlltH抜の故

も高い所までr'.1~tする。当日jjJ:国有林では芥 líJÎ の悩陰 FIこ点~I:. してし、る。分イiU二珍らしいもの

と }J1~われる(前川博士の低主による)。 な去との国有休には川干:1 のフタパアオイとウスパサイ

シンの 2 ;fíf.:を 21する。

4. ヱノシマキプシ (Stachyurus ovalifolius Nakai) キブシヂ[.

イ斗木、ぐ巾:

fにf亡乙光沢が芝必》り d心ら状?械1ぽ問主却!問仰附仰l をなし1花ヒ弁i長毛く月県L実もまたjん記きい。 そして主として泊泌の地IC生育す

る。 11立子"J~jlll t;~.;/1 Vf~の?にノよるで発見されその名をとったもので， :1 じはiJli?i I(}j県から iM岸添いに紀{)I'

4士山方 ll'IÎに士ε天然分布している。当!三11ft'で、は同千H本の東北 i亡抜続した民有林のむi{\いの叫泊

に .'.'J. 々自主!ごしている。天然分イ/îhl t!U+J也にやや近いものと，lιゎj〆L る。 l山3!.工にノイパラの1'1.lí.キr.色

花をIJlJ <ウスアカノイパラが数料三生えていた。

5. ツクパキンモンソウ (Ajuga yesoem:is Maxim. var. twkubana N2.kai) シソ科

との机物は多I，I~生小平で寸!!'r~ 丈 5~6刺ばかりとなりニシキゴ口モ(キンモンソウ)の変町

で， :ÌÛ! 'i;;;JJ民に泊V ，紫色を呈 L，また主主も紫色を，?lirJ'ている。

ニシキゴロモは花冠J二時二裂し抑制 )1会と 1，りよであるがp ツクパキンモンソウで、は花'itiJ二併は単

に歯裂するのみで1l!iJJ 1ーよりはるかに短い等のi'il:i!1rがある。 11，t:{ýJの発見地は去城県の筑波山で、る

るが関東地方 -';'~iに分叶J している。

当日米国有林では林 Fの疎j)日地主主に l~t 々 CJ~Þ. している。当地は/〈25分イrîの北の方にあたるも

のと ιLわれる。

6. モミヂタマプキ (Cacalia farfaraefolia Sieb. et Zucc. var. acerina Kitamura) 

キクヂl

多年生:l，'(本で刊さ 40~eo 11[11ばかりとなり，北栴むから九州まで広〈天然分布するタマプキ

にくらべて~~がh没裂或いは不斉浅裂状~;II簡凡:縁をなすので区別される。茎の上古'1\の楽JIIli. lc 1;W

JifIH北11';の肉芽を生やるととはタマプキと 1 ， i]i議でるる。との植物jは静i川県(官士山，桜ケ品等) , 

紀伊小島(大台ケ)Jj[rU ，大宰辿率等入広島県(虫下谷山等)，四国(剣山 p 別子山等) , 九州、[

(多良岳等)に分布するととが知られている暖地位のお1物である。当日余国有林には一局部に

点生している。分羽î_t.珍らしい植物のーっと忠われる。

7. ノツポロガンクピソウ (Carpesiu.rn Ma'csuei Tatewaki et Kitamura) キク科

本陸は北泌遣の 111"幌で最初発見されたヤブタパコの類で p 茎は直立して高さ6O~90 粧ばか

りとなり，某:出部買で下郊の葉:は大きく長さ 12~13 純となる。北海道(野幌，宝蘭等)から

本州、[の青森県(八円JfJ! 山.忍d-I/ 等) ，栃木県(上都賀郡古宰原， Ei光，二位山， 11 [1流山等) ，詐
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川県(三千lirj! ， {JI'íヰ仇と~~~) ，イ{川県C-I! i ノ瀬戸在)等に 1く然分社fするととが)'1 1 られている。 当円

余国有林ではヒノキの杭栽林下の沢添い等に l~Î.々生じている。分干lî.1二珍らしいもののーっと忠

われる。

8. オヤリハグマ (Macrodinidium trilobum Makino) キク科

本店は多!J1.=_"r!/i.で:fûJ陰ドに ~t じ ， j泊i迫B常己向'可G さ 3却O~7叩O 料となりし，主止必;は1刀五t正"生1-:.ミし1長毛J川川あり1) ， f坑[(，艇民〈し

てJ上二部が三裂する !f:!‘手肘刊子刊f担l

(ω)~刑「日活潟F勾Jり比県I込L下)等にも少し<!ル!ド二ヂる ω すなわち }~Il・崎県下のまít:隙，牧ノ 111札恭L1i ，メ1) 川1iIlifr{i\Íí'(;j 1寸 p

ITi日応山形両県下の各地，新iEJ県岩船;!t!l ，f:・j上地方以北の各地，栃木県下)J/í;}W/l;時子 rll ，同那須賀川

村，八地山主~.~~"茨城県下多j;"l:m日"';:)1 1やL 久慈)1日)(子IIlf，<ffに)(然分イlî している。当 11えた同千f村:で

は杉杭栽{キー下や広葉樹林ド=与に生じている。ととは天然分イiîの市1;込地ではないがp それに近く

分布上やや珍らしい航物である

9. セングイトウヒレン (Saussurea nipponica Miq. Subsp. sendaica Kitamura) キ

クヂ!

本間は多年生でオオダイトウヒレン等lこ知fJ:J.するトウヒレンrfiで 11E丈 ~O~tO 1î'!(となる。岩

手県下の山形，安家，古れp 釜石p 拠↑l:J，rL rl'子，船ÎjjJ，~等， '{，Lr城県の 1111台市附近一帯， 船形

01 , ~ry"リ L[I:\1f，山形県下の子千妥L1 1な， ，而品県下の芥こた山575p 阿武限高!!;〔ー;;1jE，栃木県下河内部

岡本村，タケ山等に天然分1Íî し℃いるととが失11 られている。f1:]{国有林では lí，]/場の?史上也に多く

生じているが時に林ドの叫lD:~地」在にもみられる。との地は天然分・11îのHf限地では友いがそれに

近い産地である。

10. オタルスヂ (Carex otaruensis Franch) カヤツリグサ.f;.;1・

本店は jjlJ.f，をミトスヂ，ヒメテキリスヂ等という多年生のスヂ会J!で、11v伎をiJL<。茎は車IIH~<

~と/，i]lとで鋭校柱をなし槌渋で高さ 30~60 粁となる。北初フオリ -ií:が小怖で発見されたも

のである。天然分布は北海道の小科部1・j近，本州、J，<D宮城県松応， ，~:高島県の pl1J式la~?1j }J;r ，去城県水

戸 p 筑波IJI ， j而井県熟rしと1:~MlLJ ，長崎県l減訪， _I-.~二-:r.-:引:

白3升井却lド判:守!峠i円咋iF7P 九州のブL主山，脊羽~Üll ，ナリタケ山等比校的広いがどとにもあるというものではなく

12kらしいスグである。当 IUたでは ~f千THょの j晃{111]1こノj 、:ji'(ô_(t している。

11. ユッコウコウガイゼキショウ(Juncus nikkoensis Satake) イグサN

本種は湿地に生する植物で、茎は白立し円柱形で高さ 20~30 純となる。茎j~は 3~4枚で長

さ 1 糎ばかりある。花序は復生で 3~13 .lí.i1花をなし各頭花は 3 ~ 61t.よりなる。 果実は卯状

三枝形で鴨がある。最初日光で発見され佐竹張新j博士が命名されたもので通常日光一帯，那須

山等の高山湿地に生やるものである。当日立たでは山fl\lの湿地IvJ、群生していた。低海抜のとの

よ也に生やるととと分布の偏しているととが注口に価しp 鑑定してもらった命.f，'.fí佐竹.tT!):~I: も珍

しがられていた。
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( 2 )植物 11 J，よ

A. 村松国有林植物固ま量

PTERIDOPHYTA :ycõ閣がけ勾I"J

1. Polypodiaceae ウラボシド|

1. Asplenium incisum Thunb. トラノオシグ H 

2. Athyrium multifidum Rosenstock var. 

deltoideum Nakai ザートメシ夕、、 E 

3. A. niponicum Hance イヌワラ\~. H 

4. A. niponicum Hance var. metal1icum Makino エシキシダ H 

5. Cyrtomium Fortunei J. Smith ヤブソテツ H 

6. Diplazium oshimense H. 1to シケシグ H 

7. D. grammitoides Presl *ソパシケシダ、 H 

8. Dryopteris erythrosora O. Kuntze ベユシダ H 

9. D. hondoensis Koidzumi ヒロハベニシダ H 

10. D. lacera O. Kuntze クマソラピ H 

11. D. uniformis Makino オークマソラ\::' H 

12. D. varia O. Kuntze イタチシグ H 

13. Fuziifi1ix pilosel1a Nakai et Momose イヌシダ、 H 

14. L巴pisorus Thunbergianus Ching ノキシノブ E 

15. Leptogramma totta T. Smith ミゾシグ H 

16. Phegopteris decursive-pinnata F馥 ゲジゲジシグ H 

17. Polystichum japonicum Diels イノヂ? H 

18. Pteridium aquilinum Kuhn var. japonicum 

Nakai ワラピ G 

19. Thelypteris glanduligera Ching ハシゴシダ H 

20. T. japonica Ching ハリガネワラビ H 

21. T. oligophlebia Chig ヒメワラ\，' H 

22. T. palustris Schott var. pubescens Fernald ヒメシグ E 

2. Osmundaceae ゼンマイ科

23. Osmunda japonica Thunberg ゼンマイ G 

3. Equisetaceae トクサ科

24. Equisetum arvense Linnaeus スギナ G 

25. E. ramosissimum Desfontaines var. glaucwn 

Nakai イヌ r クサ G 

SPERMATOPHYTA 粒子拙物I"J

GYMNOSPERMAE 初Hオ|在約j丘:il"J

4. Ginkgoaceae イチョウ存ト

26. Ginkgo biloba Linnaeus イチョウ(村[栽) MM  
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5. Taxaceae イチイ科

27. Torreya nucifera Siebold et Zuccarini 

6. Cephalotaxaceae イヌガャl+

28. Cephalotaxus drupacea Siebold et Zuccarini 

7. Abietaceae モミ科

29. Abies firma Siebold et Zuccarini 

8. Pinaceae マツ科

30. Pinu8 densiflora Siebold et Zuccarini 

31. P. Thunbergii Parlatore 

カヤ

イヌガヤ

一、
ーピ二

アカマツ

クロマツ

-29-

MM 

M 

M乱f

MM 

MM 
32. P. montana Mill オウシウハイマツ(有国主)N

9. Cryptomeriaceae スギや|

33. Cryptomeria japonica D. Don スギ(千I i"I 't;!è) MM 
10. Cupressaceae ヒノキ件

34. Chamaecyρaris obtusa En�icher ヒノキ(制裁) MM 

35. C. pisifera Endlicher サワラ (χ然生むよぴ舵栽) MM 
36. C. pisifera Endlicher var. filifera Masters 

37. Thujopsis c101abrata Siebold et Zuccarini 

11. Juniperaceae ピヤクシン利

38. Juniperus conferta Par1atore 

ヒヨクヒパ(植栽)

アスナロ(仙栽)

ハイネズ

ANGIOSPERMAE 被子杭物5l1"j

DICOTYLEDONEAE 双子葉植物制

ARCHICHLAMYDEAE 古生花被植物H11制

12. Saururaceae ドクダミ TA

39. Polypara cordata Bueck ドクダミ

13. Salicaceae ヤナギヂ1-

40. Populus Sieboldi Miquel ヤマナラシ

41. Salix babylonica Linnaeus シダレヤナギ(杭栽)

42. S. Gilgiana Seemen カワヤナギ

43. S. integra Thunberg イヌコリヤナギ

44. S. triandra Linnaeus var. nipponica Seemen タチヤナギ

14. Betulaceae カパノキヂ|

45. Alnus japonica Steudel ノ、ンノキ

46. Betula platyphylla Sukatchev var. japonica 

Hara シラカンノξ

47. Carpinus laxiflora B1ume アカシデ、

48. C. Tschonoskii Maximowicz イヌシデ、

15. Fagaceae プナや|

49. Castanea crenata Siebold et Zuccarini クリ

50. Cyclobalanopsis acuta Oersted アカガシ

51. C. glauca Oersted アラカシ

52. Quercus acutissima Carruthers クヌギ

M 

MM 

N 

G 

M 

M 

N 

N 

M 

M 

M 

MM 

MM 

MM 

MM 

乱1M

MM 
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53. Q. crispula Blume 

54. Q. donarium Nakai 

55. Q. major Nakai 

56. Q. serrata Thwlber 

57. Shiia Sieboldi Makino 

16. U1maceae ユレ科

58. Celtis sinensis Persoon var. japonica Nakai 

59. Zelkowa sen叫a Makino 

17. Moraceae クワ科

60. Broussonetia Kazinoki Siebolc1. 

61. Fatoua villosa Nakai 

62. Morus bombycis Koidzumi 

63. か form dissecta Nakai 

64. // var. maritima Koidzumi 

18. Cannabinaceae アサヂl

65. Humulus japonicus Siebold et Zuccarini 

19. Urticaceae イラクサ科

66. Achudemia japonica Maximowicz 

67. Boehmeria frutescens Thunberg 

68. B. tricuspis Makino 

69. Pilea viridissima Makino 

20. Santalaceae ビャクダンヂ1

70. Thesium chinense Turczaninow 

21. Aristolochiaceae ウマノスズクサ利

71. Aristolochia deb日is Siebold et Zuccarini 

22. Polygonaceae グデ利-

72. Persicaria conspicua Nakai. 

73. P. Hydropiper Spach var. unlgaris Ohki 

74. P. longiseta Kitagawa 

75. P. nipponensis Gross 

76. P. Posumbu Gross 

77. P. Sieboldi Ohki 

78. P. tenuiflora Hara 

79. P. Thunbergii Gross 

ミヅ、ナラ

テリハコナラ

オウパコナラ

コアフ

スグジイ

エノキ

ケヤキ

コウゾ

クワクサー

ヤマグワ

ホゾパヤマグワ

ハマグワ

カナムグラ

ヤマミヅ

カラムシ

ブ'カソ

アオミヅ

ブJ ナピキソウ

ウマノスズクサ

サクラタデ

ヤナギタデ

イヌタデ

ヤノ不グサ

ハナタデ

アキノウナギツカミ

オオイヌタデ

ミゾソノご

80. Polygonum aviculare Lﾍlmaeus ニソ・ヤナギ

81. Reynoutria japonica Houttuyu イタドリ

82. Rumex Acetosella Linnaeus スイパ

83. R. obtusifolius Linnaeus subsp. agrestis~Danser ェゾノギンギシ

84. Tovara filiformis Nakai ミヅヒキ

23. Chenopodiaceae アカザド|

85. Chenopoc1iw11 album Linnaeus. 

86. C. centrorubrum Nakai. 

シロザヱ

アカザ

MM  

M M  

乱1M

M M  

M M  

MM  

MM  

M 

Th 

M 

M 

N 

Th 

百
H
H

百

H 

G 

HH  

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

HH  

Th 

H 

H 

H 

E 

Th 

Th 
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,87. C. ficifolium Smith コアカーが Th 

88. Salsola Komarovi Iljin オカヒジキ Th 

24. J¥rnarantaceae ヒユH

89. Achyranthes japonica Nakai イノコヅチ H 

90. Euxolus ascenclens Hara イヌピユ Th 

25. Phytolaccaceae ヤマゴボウ H

91. Phytolacca americana Linnaeus ヨウシユヤマゴボウ G 

92. P. esculenta Van Houtte ヤマゴボウ G 

26. Aizoaceae ザクロソウや|

'93. Mollugo stricta Linnaeus →F クロゾウ Th 

27. Portulacaceae スベリヒユ科

'94. Portulaca oleracea Linnaeus スベリヒュ Th 

28. Caryophy llac2ae ナデ、シコ件

95. Cerastium caespito8um Gilibert var. 

glanclulowm Wirtgen ミミナグサ Th 

96. Dianthus supεrbus Linnaeus var. longicalycina 

Williams 力ワラナヂシコ H 

97. Malachium aquaticum Fries ウシハコベ H 

98. Melandryum firmum Rol:rbach フシグP ロ Th 

99. Sagina japonica Ohwi ツメク Th 

100. Silene Armeria Linna三us ムシトリナデシコ(IJfF化)Th

101. Stellaria media Cyril1us ノ、コ Th 

102. S. media Cyrillus var. minor iVIakino コ J、コ.....::. Th 

103. S. u日ginosa Murray ノミノフスマ Th 

29. Ranunculaceae キンポウゲ f;.;!

104. Aconitum japonicum Thunberg var. montanum 

Nakai ヤマトリカブト H 

105. Clematis apiifolia A. P. De Candolle ，Jミヲン、ヅ;1- N 

106. C. temi:iJora A. P. DεCändo1ie センニンゾウ N 

107. Ranunculus acris Linnaeus var. japonica 

Maximowicz form. vulgaris Makino ウマノアシガタ H 

108. R. Vernyii Franchet et Savatier var. 

glaber Nakai キツネノボタン HH 

109. Semiaquilegia adoxoides 乱ilakino ヒメウ、'/ H 

110. Thalictrum Thunbεrgii A. P. De Candolle 

var. hypoleucum Nakai アキカラマツ H 

30. Lardizabalaceae アケピやl

111. Akebia quinata Decaisne アケピ N 

112. A. tr禛oliata Koidzumi ミツパアケピ N 

113. A. trifoliata Ko�zumi var. c1ematifolia Nakai マルパミツパアケビ N 

"114. Staun士onia hexaphylla Decaisne 」、~ N 

31. Berberidaceae メギ科
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115. Berb巴I匂 Thunbergii A. P. De Candolle var 

lVIaximowiczii Franchet et Savatier 

32. Nandinaceae ナンテンH

116. Nandina domestica Thunberg. 

33. lVIenispermaceae ツヅラフヂfl

117. Cocculus trilobus A. P. De CandolIe 

34. lVIagnoliaceae モクレン件

118. Kadsura japonica Dunal 

119. lVIagnolia Kobus A. P. De Candolle 

120. lVI. obovata Thunbε13 

35. Lauraceae クスノキや1

121. Linder glaucum B1ume 

122. lVIachilus Thunbergii Siebolcl et Zucc~rini 

123. Neolitsea Siebolc1ii Nakai 

メギ N 

ナンテン N 

カミエピ N 

ピナンカヅラ

コブシ

ホオノキ

N 

M 

MM  

ヤマコウパシ

M
 

N

M

M

 

タブノキ

シログモ

124. N. Siebolc1ii Nakai var. prematura Nakai ヒメシログモ N 

36. Papaveraceae ケシH・

125. Chelidonium majus Linnaeus var gr口ldiflorum

A. P. De Canclolle クサノオウ Th 

126. Corydalis incisa Persoon ムラサキケマン Th 

127. C. platycarpa 孔1akino キケマン Th 

37. Cruciferae アブラナpト

128. Arabis glabra Bernhardi ハタサ、オ Th 

129. A. japonica A. Gray var. stenocrarpa Nakai ハマハタザオ Th 

130. Capsella Bursa-pastoris Mecliclls ナヅナ Th 

131. Cardamine f1exuosa Withering タネツケパナ H 

132. Dontostemon dentatus Ledebour ハナハタザオ H 

133. Rorippa atrovirens Ohwi et Hara form. 

obtusula Ohwi et Hara イヌカポラシ H 

134. R. palllstris Besser. 

38. Crassulaceae ベンケイソウ利，

135. Sedum bulbiferum Makino 

136. S. kamtschaticum Fischer 

39. Saxifragaceae ユキノシ夕刊・

137. Astilbe microphy lla Knoll 

138. Deutzia crenata Siebold et Zuccarini fOrITI. 

angustifolia Regel 

139. Saxifraga stolonifera Meerburgh 

40. lVIalaceae ナシ利ー

140. Chaenomeles 乱1aulei Lavali 

スカシタゴボウ Th 

コモチマンネングサ Th 

キリンゾウ H 

チダケサシ E 

ウツギ N 

H ユキノシタ

141. Malus Toringo Sieb. Subvar. vulgaris Koidzumi ズミ

クサボケ N

N

M

M

 

142. Pourthiaea laevis Koidzumi 

143. P. villosa Decaisne 

カマツカ

オオカマツカ
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144. P. Zollingeri Decaisne 

41. Rosaceae パラ利ー

145. Agrimonia nipponica Koidzumi 

146. A. pilosa Ledebour var. japonica Nakai 

147. Duchemea indica Focke 

148. D. Wallichiana Nakai 

149. Kerria japonica A. P. De Candolle 

150. Potentilla chinensis Seringe 

151. P. Freyniana Bornmueller 

152. P. Kleiniana Wight et Arnott 

153. Ro~a polyantha Siebold et Zuccarini 

154. R. rugosa Thunberg 

155. R. Wichuraiana Crepin 

156. Rubus coptophyllus A. Gray 

ケカマツヵ

ヒメキンミヅヒキ

キンミヅヒキ

ヤブヘビイチゴ

ヘピイチゴ

ヤマブキ

カワラ-v-イコ

ミツパッチグリ

オヘビイチゴ

ノイノ〈ラ

ハマナス

テリハノイパラ

モミヂイチゴ
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M 

H

H

H

H

N

H

H

H

N

N

N

N

 

157. R. paruifoliuB Linnaeus var. triphyllus Nakai ナワシロイチゴ N 

158. Sanguisorba carnea Fischer ワレモコウ H 

42. Amygdalaceae サクラ干'l-

159. Prunus Buergeriana Miquel イヌザクラ MM  

160. P. Grayana l¥IIaximowicz ウワミズザクラ MM  

161. P. serrulata Lindley var. spontanea Makino ヤマサ、クラ MM  

162. P. sen'ulata Lin�.1ey var. pubescens Nakai ケヤマザ、クラ M M  

163. P. yedoensis Matsmnura ソメイヨシノ(村(栽) MM  

43. Legumino~ae マメ利，

164. Aeschynomelme indica Linnaeus クサネム Th 

165. Albizzia Julibrissin Durazzini var. speciosa 

Koidzumi ネムノキ M 

166. Amphicarpaea trisperma Baker ヤプマメ Th 

167. Desmodium racemosum A. P. De Candolle ヌスピトハギ H 

168. Dunfaria villosa Makino ノアズキ H 

169. Gleditschia horrida Sclmeider サイカチ M 

170. Indigofera pseudo.tinctoria Matsumura コマツナギ CH 

171. Kummerowia striata Schindler ヤハズソウ Th 

172. Lathyrus japonicus Willdenow ハマエンドウ G 

173. Lespedeza bicolor Turczaninow var. japonica 

Nakai ヤマハギ CH 

174. L. cuneat G. Don 

175. L. intermixta 乱1akino

176. L. nikkoensis Nakai 

177. L. pilosa Siebold et Zuccarini 

178. L. tomentosa Siebold 

メドハギ

ツ J~ーメドノ、ギ

ニツコウシラハギ

ネコハギ

イヌハギ

H

円
四

H

C

C

N

H

C

 
179. Lotus comiculatus Linnaeus var. japonicus Regel ミヤコグサ H 

180. Maackia amur己nsis Ruprecht et Maximowicz 
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var. Buergeri Sclmeider 

181. Pueraria Thunbergiana Bentham 

182. Rhynchosia acuminatifolia Makino 

183. R. voIubilis Leureiro 

184. Trifolium repens Linnaeus 

185. Vicia amoena Fischer var. sachal絜ensis 

Rr. Schmidt 

186. V. sativa Linnaeus 

187. V. tetrasperma Moench 

188. Wistaria f10ribunda A. P. De Candolle 

44. Geraniaceae フウロソウ科，

189. Geranium Thunbergii Siebold et Zuccarini 

45. Oxalidaceae カタパミ f'i-

190. XanthoxaIis corniculata SmalI 

イヌエンジユ

クズ

トキリマメ

タンキリマメ

シロツメクサ

ツルフヂパカマ

カラスノエンドウ

カスマグサ

フヂ

ヂンノショウコ

カタノ〈ミ

M

M

H

H

H

 

日

Th 

Th 

MM  

H 

H 

191. X. corniculata Sm8.11 var. stropurpurea Moldenke ウスアカカタパミ H 

192. X. corniculata SmaI1 var. erecta Hatusﾏma et 

et Nakasima 

4βRutaceae ミカン利a

194. Fagara mantchurica Honda 

195. Orixa japonica Thunberg 

196. Skimmia japonica Thunberg 

197. Zanthoxylum piperitwn A. P. De Candol1e 

47. Simarubaceae ユガキ干:ト

198. Picrasma ailanthoides Planchon 

48. Meliaceae セングン利ー

199. Melia Azedarach Linnaeus var. japonica Makino センダン

49. Polygalaceae ヒメハギ科

200. Polygala japonica Houttuyu ヒメハギ

50. Euphorbiaceae トウグイグサ科

Nakasima 

193. X. corniculata Sma11 var. rubrifo1ia Hatushima 

201. Acalypha austra1is Linnaeus 

202. Chamaesyce macll1ata Smal1 

203. Daphniphyllwn gloucescens Blume 

204. D. macropodum Miquel 

205. Galarhoeus pekinensis Hara 

�6. Mallotus japonicus Muel1er. Arg 

51 Coriariaceae ドクウツギ利戸

207. Coriaria japonia A. Gray 

52. Anacardiaceae ウルシ利，

208. Rhus ambigua Lavallee. 

209. R. javanica Linnaeus. 

タチカタパミ

アカカタパミ

イヌ→戸ンショウ

コクサギ

ミヤマシキミ

サンショウ

ニガキ

エノキグサ

コニシキソウ

ヒメユズリハ

ユヅリハ

タカトウグイ

フ'カメヌf シワ

ドクウツギ

ツタウ Jレシ

ヌルデ、

E 

H 

N

N

N

N

 

MM  

M 

H 

Th 

Th 

M 
M 

M 

MM 

N 

M恥f

M M  
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.'210. R. trichocarpa Miquel 

.'211. R. tric~ocarpa Miquel var. Serrata Engler 

212. R. verniciflus Stokes 

53. Aquifoliacεae モチノキ利，

213. Ilex crenata Thunberg イヌツヂ N 

214. I. crenata Thunberg form. Kusnetzoffii Loesner ヒロハイスツヂ N 

215. 1. integra Thunberg モチノご干 MM  

216. I. macropoda Miquel アオハダ MM  

217. 1. serrata T疸mgerg var. Sieboldi Loesner ウメモドキ N 

54. Celastraceae ニシキギ科

218. Celastrus orbicuiatus Thunberg ツルウメモドキ M 

219. C. strigillosus Nakai オニツルウメモドキ M 

220. Euonymus alatus Siebold ニシキギ N 

221. E. alatus Siebold var. subtriflorus Franchet 

et Savatier. 

222. E. Fortun=i Handel-Mazzett var. radicans 

Rhョder

223. var. angustifolius Nakai /1 

2.24. E. japonicus Thunberg 

225. E. japonicus Thunberg var. radicifer Nakai 

226. E. Sieboldianus Blume 

55. Aceraceae カヱデ利a

227. Acer crataegifolium Siebold et Zuccarini 

ヤマウルシ

コノごノヤマウルシ

ウルシ 01日栽)

コマユミ

ツルマサキ

ナガパツルマサキ

マサキ

オウツルマサキ

寸コーミ

ウリカエデ

孔f

N 

MM  

N 

MM  

MM  

N 

N 

M 

M 

228. A. formosum Carriere. イロハモミヂ MM  

.229. A. ornatum Carrier var. Matsumurae Koidzumi ヤマモミヂ M M  

56. Balsaminaceae ツリフネソウ科

230. Impatiens Textori Miquel ツリフネソウ Th 

57. Rhamnaceae クロウメモドキ利-

231. B己rchemia racemosa Siebold et Zuccarini クマヤナギ M 

232. Rhamnus japonica Maximowicz. クロウメモドキ N 

233. R. japonica Maximowicz var. decipiens 

Maximowicz コパノクロウメモドキ N 

58. Vitaceae ブドウや[.

234. Ampelopsis brevipedunculata Trautvetter 

var. Maximowiczi Reder 

235. Cayratia japonica Merril1 

;ぉ6. Parthenocissus Thunbergii Nakai 

237. Vitis flexuosa Thunbergii 

238. V. Kaempheri K. Koch 

239. V. Thunbergii Siebold et Zuccarini 

59. Tiliaceae シナノキ科

240. Tilia Miqueliana Maximowicz 

ノブドウ

ヤフぜ力、ラシ

ツタ

サンカクヅル

ヤマブドウ

エピヅル

ボダイジユ(柏栽)

M
 

N

G

M

M

M

N

 

MM  
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60. Theaceae 

Camellia japonica Linnaeus var. spontanea 

林業試験場研究報告
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h在

N 

ヤプツノごキ

M 

IVI 

Th 

M 
HH  

N

M

M

 

H 

N 

日

H 

H 

N 

N 

N 

ヒサカキ

モクコク

チヤノキ(野化)

(干I[I栽)

タチツボスミレ

オトギリソウ

コケオトギリ

スミレ

アギスミレ

アキグミ

ツ JLノグ事ミ

ナツグミ

フ'カノーごクーミ

マルノ〈グミ

サルスベリ

ミソハギ

サカキ

キプシ

Makino 

Eurya japonica Thunberg var. montana Blume 

Sakakia ochnacea Nakai 

Ternstroemia Mokoi Nakai 

Thea sinensis Linnaeus var. bohea Szyszylowicz 

61. Guttiferae オトギリソウ科

Hypericum erectum Thunbεrg 

H. laxum Koidzumi 

62. Violaceae スミレ存1.

Viola gηrpoceras A. Gray 

V. mandshurica W. Becke:r var. ciliata Nakai 

V. semilunaris -W. Becker 

6.3. Stachyuraceae キプシ利

Stachyurus praecox Siebold et Zuccarini 

64. Elaeagnaceae グミ科

Elaegnus crispa Thunberg 

E. glabra Thunberg 

E. longipes A. Gray 

E. maritima Koidzumi 

E. macrophylla Thunberg 

65. Lythraceae ミソハギ存1.

Lagerstroemia indica Linnaeus 

Lythrum aコceps Makino 

66. Punicaceae サ、クロ利P

Punica Granatum Linnaeus 

241. 

242. 

243. 

244. 

245. 

24B. 

249. 

250. 

247. 

252. 

253. 

246. 

251. 

254. 

255. 

256. 

257. 

258. 

M 

Th 

Th 

N 

Th 

H 

H 

H 

ー
ノtvu 

J
一J
4f

 

ふ
伊
ι

/
1
¥
 

ミヅタマソウ

チヤウジタデ

メマツヨイグサ

オウマツヨイグサ

ウコギ

アリノトウグサ

マツヨイグサ

ーサ、クロ

67. Oenotheraceae アカパナ科

Circaea mollis Siebold et Zuccarini 

Ludwigia prostrata Roxburgh 

Oenothera biennis Linnaeus 

O. Lamarkiana Speringe 

O. odorata Jacquin 

68. Haloragaceae アリノトウグサfll

Halorr・hagis micrantha R. Brown 

69. Araliaceae ウコギ利，

Acanthopanax spmosum Miquel 

Aralia elata Seemann 

259. 

260. 

261. 

262. 

266. 

263. 

264. 

265. 

N 

N 

タラノキ

メ夕、ラ

キヅタ

A. elata Seemann var. canescens Nakai 

Hedera Tobleri Nakai 

267. 

268. 

M 

H ノダケ

70. Umbelliferae セリ科

Angelica decunoiva Franchet et Savatier 

269. 

270. 



庇lゐ灘沿岸地方における 2 国有林の1宙物調査報告 (河町・林) - 37 

271. Hydrocotyle sibthorpioides Lamark チドメグサ H 

272. Glelmia littoralis Rr. Schmidt ノ、マボウフウ H 

273. Oenanthe javanica A. P. De Candolle セリ H 

274. Osmorhiza aristata Makino et Yabe ヤブユンジン H 

275. Pimpinella calycina Maximowicz ダケゼリ H 

276. Sium Ninsi Linnaeus ムカゴニンジン HH 

277. Tori1is japonica A. P. De Candolle ヤブジラミ Th 

71. Cornaceae ミヅキや[.

278. Aucuba japonica Thunberg アオキ N 

279. Aucuba japonica Thunberg var. longifolia Nakai ナガパアオキ N 

280. Cornus brachypoda C. A. Meyer クマノミヅキ M 

MA TACm~AMYDEAE 後ill;花被植!f't!]r::I杯j

72. Pirolaceae イチヤクソウ利，

281. Chimaphila japonica Miquel ウメガサソウ H 

282. C. umbellata W. Barton オオウメガサソウ H 

283. pyrola japonica Klenze et Alefeld イチヤクゾウ H 

73. Ericaceae ツツジ件

284. Lyonia Neziki Nakai et Hara 不ヂキ M 

285. Rhodoendron Kaempferi Planchon ヤマツツジ N 

286. R. japonicum Suringar レンケ、ツツジ N 

287. Vaccinium Oldhami Miquel ナツハゼ N 

74. 孔1yrsinaceae ヤブコウジ利

288. Bladhia japonica Thunberg ヤブコウジ N 

75. Primulaceae サクラソウヂ|

289. Lysimachia barystachys Bunge ノヂトラノオ H 

290. L. c1ethroides Duby オカトラノオ H 

291. Lysimachia japonica Thunb. var. subsessilis 

F. Maekawa コナスビ H 

292. L. leucantha Miquel サワトラノオ HH 

76. Ebenaceae カキノキ利a

293. Diospyros Kaki Thunberg var. silvestris Makino ヤマカーキ M 

77. Styracaceae エゴノキ1'，;[.

294. Styrax japonica Siebold et Zuccarini ヱゴノキ M 

78. Oleaceae モクセイ科，

295. Fraxinus Sieboldiana Blume var. angustata 

Blume マルパアオダモ M 

296. Fraxinus Sieboldiana Blume var. serrata Nakai アオダモ 1¥1 

297. Ligustrum Hisauchii Makino オカイオミタ N 

298. L. obtusifolium Siebold et Zuccarini イボタノキ N 

299. L. ova1ifolium Hasskarl オウバイボタ N 
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300. Osmanthus ilicifolius Carriere 

79. Gentianaceae リンドウ手:卜

301. Gentiana scabra Bunge var. orientalis Hara 

302. G. Zo11ingerii Fawcett 

303. Swertia japonica Makino 

304. Tripterospermum japonicw11 Maxﾍl110wicz 

80. Apocynaceae キョウチクトウド十

305. Trachelospermul11 asiaticum Nakai var. 

intermed咊m Naka� 

81. A宮c1epiadaceae カガイモ件

306. Cynanchurn caudatmn Mぉcim.

307. C. japonicum Morren et Decaisne 

308. C. Wilfordi Hemsley 

309. Metaplexis japonica Makino 

310. C. macranthum Nakai 

82. Convolvulaceae ヒルヵーォ朴

311. Calystegia hederacea Wallich 

312. C. japonica Choisy form. vulgaris Hara 

313. Calystegia Soldanell�. Roemer et Schu1tes 

83. Boraginaceae ムラサキ，[;;1

314. BothriospermmTI tenellmn Fi2cher et Meyer 

315. Lithoεpermum Zollingeri A. DC. 

316. Trigonotis peduncularis Bentham 

84. Verbenaceae クマツヅラ和1

317. Callicarpa japonica Thunberg 

318. C. mollis Siebold et Zuccarini 

319. Clerodendrum trichotomum Thunber只

32の Vitex rotundifolia L. 

85. Labiatae シソ宇1.

321. Clinopod匇n confine O. Kuntze 

322. Glechoma hederacea Linnaeus var. gnmdis 

Kudo 

323. Isodon inflexus Kudo 

324. Lamiwn amplex兤aule Linnaeus 

325. Leonurus sib叝icus Linnaeus 

;]26. Lycopus coreanus Lるveil1é var. ramossimus 

Nakai 

327. L. Maackíanus 乱1akíno

328. Orthodon grosseserratum Kudo 

ヒイラギ N 

リンドウ

フデ、リンドウ

センプリ

ツルリンドウ

H 

Th 

Th 

H 

テイカカ、ゾラ M M  

イケマ H 

イヨカヅラ H 

コイケマ G 

カガイモ H 

シロパナカモメヅル H 

コヒ}~力、、オー

ヒルガオ

G

G

G

 
ハマヒルガオ

ハナイパナ Th 

H 

Th 

ホタルカヅラ

タビラコ

ムラサキシキプ

ヤブムラサキ

クサギ

N

N

M

N

 
ハマゴウ

トウパナ H 

力キドウシ H 

H 

T11 

Th 

HH  

ヤマハクカ

ホトケノザ

メハジキ

サルダヒコ

ヒメシロネ

ヒメシ〉ゾ

HH  

Th 

329. Prunel1a vulgar﨎 L叝ULaeus form asiatica Hara ウツボグサ H 

330. Salvia japonica Thunberg アキノタムラゾウ H 

:331. S. nipponica M厲uel アキギリ H 
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つ，J.Jつ中つ Scutellaria strigillosa Hemsley; ナミキソウ H 

86. Solanaceae ナス干'1-

333. Lycium chinem:e 恥1i11er クコ N 

334. Solanum Iyratwu Thunberg ヒヨドリジョウゴ H 

335. S. nigrum L. イヌホオヅキ Th 

336. Tubocapsicum anomalum Makino ノ、ダ、カホオヅキ H 

87. Scrophulariaceae ゴマノハグサ利

337. Linaria japonica MiqueI ウンラン H 

338. Linclemia angustifolia Wettstein アゼトウガラシ Th 

uつつu凸u Mazus japonicus O. Kuntze トキワハゼ Th 

340. Phtheirospermmn japonicum Kanitz コシオカ‘マ Th 

341. Veronica arvensis Linnaeus タチイヌノフグリ Th 

342. V. persica Poiret オオイヌノフグリ Th 

88. Acanthaceae キツネノマゴ干千

343. Justicia procumbeus Linnaeus form. japonica 

Hara キツネノマゴ Th 

89. Phrymaceae ハヱドクソウ科

344. Phryma Leptostachya Linnaeus ノ、工 F クソウ H 

90. Plantaginaceae オオパコ科-

345. Plantago asiatica Linnaeus var. densiu乙cula

PiIger オオバコ H 

346. P. japonica Franchet et Savatier トウオオパコ H 

91. Rubiaceae アカネ利ー

347. Galium dahl~ricum Turczaninow var. tokyoense 

Cufodontis ハナムグラ H 

348. G. spurium L. var. echinospεrmon Hayek ヤヱムグラ H 

349. G. trachyspenmun A. Gray. ヨ、'7/之ムグラ H 

350. G. venuu Linnaeus var. nikkoense Nakai カワラマツパ H 

351. Heclyotis c1iffusa WiIlc1enow フタノごムグラ Th 

352. H. Linc1Ieyana Hooker et Wight var. hirsuta 

Hara ノ、シカグサ Th 

353. Paederia scandens MerriIl var.孔1airei Hara ヘクソカヅラ H 

354. Paec1eria scandem3 MerriII var. maritima Hara ハマサオトメカヅラ H 

355. Rubia Akane Nakai アカネ H 

92. Caprifoliaceae スイカヅラ刊，

356. Lonicera gracilipes MiqueI var. gracilipes ヤマウグイスカグラ N 

357. Lonicera gracilipes おliqueI var. gIabra MiqueI 17 ゲベスカゲラ N 

358. L. japonica Thw1berg var. japonica スイカ、ゾラ N 

359. L. tenuipes Nakai var. tenuipes ミヤマウグイスカグラ N 

360. Sambucus chinensis LincUey ソク、ゾ H 

361. S. Sieboldiana BIluue ユワトコ M 

362. Viburnum dilatatum Thunberg form. dilatatum アラケ、カaマズミ N 
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363. V. c1ilatatum Thunberg form. pilosulum.Nakai ガマスミ N 

364. Weigela coraeensis Thlmberg ノ、コネウツギ M 

93. Valerianaceae オミナヱシ利

365. Patrinia scabiosaefolia Fischer et Treviran オミナエシ H 

366. P. viIlosa Jussieu et DC. オトコヘシ H 

94. Dipsacaceae マツムシソウf'I

367. Scabiosa japonica 孔1iqueI var. japonica. マツムシソウ Th 

95. Cucurbitaceae ウリ利-

368. Gynostemma pentaphyIlum Makino アマチヤヅル G 

369. Melothria japonica Maximowicz et Cogniaux スズメウリ Th 

370. Trichosanthes cucumeroid郎 Maximowicz カラスウリ G 

96. Campanulaceae キキョウド|

371. Ac1enophora triphyI1a A. DC. var. jnponica 

Hara ツリガネユンジン H 

372. Campanula punctata Lamarck var. punctata. ホタルブクロ H 

373. Lobelia chinensis Loureiro. ミゾカクシ H H  

97. Compositae キク干'/-

374. Ainsliaea apiculata Schultz-Bipontinus キツコウハグマ H 

375. Anaphalis margaritacea Bentham et Hooker 

var. angustior Nakai ヤマハハコ H 

376. Anaphalis margaritacea Bentham et Hooker 

sul>sp. yec10ensis Kitamura カツラハハコ H 

377. Artemisia apiacea Hance カワラユンジン Th 

378. A. capilIaris Thunberg カワラヨモギ H 

379. A. Fukudo Makino ハマヨモギ Th 

3~O. A. japonica Thunberg オトコヨモギ H 

381. Artemisia japonica Thunberg form. resedifolia 

Takeda ホソパノオトコヨモギ H 

382. A. Keiskeana 恥'liquel イヌヨモギ H 

383. A. princeps Pampannini カズザキヨモギ H 

384. A. Stelleriana Besser シ.ロヨモギ H 

385. Aster ageratoides Turczaninow subsp. ovatus 

Kitamura ノコンギク H 

386. A. Iinumae Kitamura ユウガギク H 

387. A. leiophyllus Franch. et Sav. ヤマシロギク H 

388. A. rugulonls Maxim サワシロギク H 

389. A. scaber Thunberg シラヤマギク H 

390. A. semiamplexicaulis Makino イナカギク H 

391. A. Yomena Honda var. dentatus Hara カントウヨメナ H 

392. Atractylodes japonica Koidzumi et Kitamura オケラ H 

.393. Bic1ens biternata Merrill et Sherff センダングサ Th 

.%4-. B. rronc1osa Linnaeus アメリカセンダングサ Th 
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395. Carpesium abrotanoides L. ヤブタノ〈コ Th 

396. C. cernuum L. コヤプ‘夕 rごコ Th 

;-m7. C. divaricatum Siebold et Zuccarini 力、ンクピソウ Th 

398. C. glossophyllum Maximowicz サジカ.ンク 1:-- ソウ H 

399. Centipeda minima A1. トキンゾウ Th 

400. Chrysanthemum boreale Makino T '7 コカ苅ネギク H 

401. C. Makino Matsumura リウノウギク H 

402. Cirsium comosum Matsumur・a var. incomptum 

Kitamura タイ 7' ザミ H 

403. C. dipsacolepis Matsumura モリアザミ H 

404. C. japonicum DC. ノアザ ξ H 

405. C. Sieboldi 乱1:iquel マアザミ H 

406. Eclipta prostrata L. グカサーブロウ Th 

407. Erechtites hieracifolia Rafineoque ダンドボロギク Th 

408. Erigeron annuus Persoon ヒメデョオン Th 

409. E. bonariensis L. アレチノギタ Th 

410. E. canadensis L. ヒメムカシヨモギ Th 

411. E. Flahaultianus Thellung オオアレチノギク Th 

412. E. pseudo-annuus lVIakino ヤナギパヒメヂヨオン Th 

413. Eupatorium chinense L. var. simplicifolium 

Kitamura ヒヨドリノ〈ナ H 

414. Eupatoriuη1 Lindleyanum DC. サワヒヨドリ H 

415. Gnaphalillm affine D. Don. ノ、ノ、コグ守1ト Th 

416. G. japonicum Thunberg チヂコグサ H 

417. Hieracium U'nbellatum L. var. japonicum Hara ヤナギタンポポ H 

418. Inula salicina L. カセンゾウ H 

419. Ixeris dentata Nakai ユカ♂ナ H 

420. I. japonica !、~al王al ヂシベリ H 

421. 1. repens A. Gray ハマニカ、ナ G 

422. Lactuca inc1ica L. var. laciniata Hara アキノノゲシ Th 

423. Lactuca indica L. form. indivisa Hara ホゾノぐアキノノヂシ Th 

424. Leibnitzia Ananc1ria Naki センボ、ンヤリ H 

425. Paraixeris denticulata Nakai -r クシソウ Th 

426. Pertya scanc1ens Schultz-Bipontinus コウヤボウキ CH 

427. Petasites japonicus 乱1aximowicz フキ H 

428. Picris hieracioic1es L. subsp. japonica Krylov コウゾリナ Th 

429. Prenanthes Tanakae Koidzumi オオニカ、ナ H 

430. Saussurea u田1町iensis Maximowicz キクアサ、ミ H 

431. Serratula coronata L. subsp. insularis Kitarτlura タムラソウ H 
432. Siegesbeckia glabresc号n8 Makino コメナモミ Th 

433. Siegesbeckia pubescens 恥1:akino メナモミ Th 

434. Solidago Virgaurea L. subsp. asiatica Kitamura アキノキリンソウ H 
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435. Sonchus brachyotis DC. ハチヂョウナ H 

436. S. oIeraceus L. ノケ、シ Th 

437. Taraxacum pIatycarpum DahIstedt カントウタンポポ H 

438. WedeIia prostrata Hemsley ハマグルマ H 

439. Xanthium stnuuarium L. var. japonicum Hara オナモミ Th 

440. Youngia japonica DC. 

98. Alismataceae オモダヵ科

441. Alisma canaIicllIatwuA. Braun et BOllche 

99. Bambusaceae タケ科

442. PleiobIastus chino Makino 

443. P. Simoni Nakai 

必4. Pseudosasa japonica Makino 

445. Sasa Veitchii Rehder 

446. Shibataea kWllasaca Nakai 

100. Gramineae イネ利-

447. Agropyron ciliae Franchet 

448. A. japonense Honda 

449. A. semicostatwu Nees 

450. Agrostis Matsumurae HackeI 

451. Alopecllrus geniιulatus Linnaeus 

452. Arthraxon hispidus Makino 

オニグ 1::' ラコ

ヘラオモダカ

アヅマネザサ

メダケ(野化)

ヤグ、ケ

クマザサ(跨化)

オカメザ、サ(聖子化)

アオカモジグサ

グチカモジグサ

カモジグサ

ヌカオミ

スズメノテツポウ

シロコブナグサ

453. Arthraxon hispidus Makino var. brevisetus Hara コプナグサ

454. Anmdinella hirta Ta.naka var. ciliata Koidzumi トグシノ〈

455. Brachypodium misermn Koidzmni 

456. Bromus remotifIorus Ohwi 

457. CaIamagrostis anmc1.inacea Roth var. 

brachytricha HackeI 

ヤマカモジグサ

キツネガヤ

サイトウガヤ

Th 

HH  

N

N

N

N

N

 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

H 

H 

H 

H 

458. Cleistogenes Hackeli Honda チョウセンガリヤス H 

459. Cymbopogon Goeringii Honda オカゾL カヤ H 

460. Digitaria Ischaemum Muehlenberg アキメイジハ Th 

461. D. sanguinalis Scopoli var. ciIiaris Doell メイジハ Th 

462. Eccoilopus cotulifer A. Camus アプラススキ H 

463. Echinochloa crusgalI Beauvois subsp. sl.lbml.ltica 

Honda ノ 1::' ェ Th

464. Eleusine indica Gaertner オイジハ Th 

465. Elymus mollis Trinius ハマニンニク H 

466. Eragrostis ferruginea Beauvois カゼ、クサ H 

467. E. multicaulis Steudel ニワホコリ Th 

468. Festuca Myuros Linnaeus ナギナグガヤ Th 

469. F. ovina Linnaeus 

470. Glyceria tonglensis Clarke var. honshuana 

L. KeIso 

ウシノケグサ

ドヂョウツナギ

H 

HH  
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471. Hemarthria japonica Roshevitz 

472. Imperata cylindrica Beauveis var. Koenigii 

Durand et Schinz 

473. Ischaemum anthephroides Miquel var. 

eriostac"!1yum Honda 

ウシノシツベイ H 

チガヤ G 

ケカモノハシ H 
4.74. Koeleria gracilis Perじoon ミノボロ H 

475. Leersia Sayanuka Ohwi サヤヌカグサ HH 

476. Microstegium nudum A. Camus ササカ、ャ H 

477. lVIiscanthus sinensis Anderson ススキ H 

478. Muehlenbergia japonica Steudel ネズミカ守ヤ H 

479. Oplismenus undulatifolius Roemer et Schultes チヂミザサ H 

480. Oplismenus undulatifolius Roemer et Schultes 

var. inierophyl1us Ohwi 

481. Panicum pacificull1 Tuyama 

482. PaspalmTI Thunbergii Kunth 

483. PennisetmTI alopecuτoides Sprengel 

484. Phalaris anmdinacea Linnaeus 

485. Phragmites longivalvis Steudel 

486. Poa acroleuca Steudel 

487. Poa acroleuca Steu�.el var. submoniliformis 

lVIakino 

488. Poa annua Lﾎ1maeus 

489. Setaria autumnalis Ohwi 

490. S. lutescens Hubhard 

491. S. viridis BeauvoムS

492. S. viridis Beauvo;s. var. pachystachys 

Makino et Nemoto 

493. S. viridis Beauvois var. pu叩urascens

Maximowicz 

394. Sporoborus elongatus R. Brown 

495. Themeda japonica Tanaka 

496. TrisetmTI bifidum Ohwi 

497. Zoysia japonica Steudel 

498. Z. macrostachya Franchet et Savatier 

101. Cyperaceae カヤツリグサ利，

499. Bulbostylis barbata Kunth 

500. Carex altemif10ra Franch var. Nakiri~Ohwi 

501. C. arenicola Fr. Schmidt 

502. C. Doniana Spren雪e

503. C. fibrillosa Franchet et Savatier 

504. C. gibba Wahlenberg 

505. C. Kobomugi Ohwi 

チャボチヂミザサ

ヌカキピ

スズメノヒェ

チカラシノご

ク斗~-ヨシ

ヨシ

ミゾイチゴツナギ

タマイチゴツナギ

H 

Th 

H 

H 

H 

HH  

Th 

Th 

スス『メノカタ 1:' ラ Th 

アキノエノコログサ Th 

キンエノコロ Th 

エノコログサ Th 

ハマヱノコロ Th 

ムラサキエノコロ

ネズ、ミノオ

メカソL カヤ

カニツリクやすー

lンノ、

オユシパ

ハタガヤ

ナキリスゲ

クロカワズスヂ

シラスヂ

ハマアオスヂ

マスクサ

コウ 7f?ウムギ

Th 

H 

H 

H 

H 

H 

Th 

H 

H 

H 

H 

H 

G 
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506. C. leucochlora Bunge 

507. C. plU11ila ThlU1berg 

508. Cyperus hakonensis Franchet et Savatier 

509. C. compressus Linnaeus 

510. C. Haspan Linnaeus 

511. C. Iria Linnaeus 

512. C. microiria Steudel 

513. C. orthostach'yus Franchet et Savatier var. 

robustus Hara 

514. C. rotundus Linnaeus 

515. Fimbristylis miliacea Vahl 

516. F. sericea R. Brown 

517. F. subbispicata Nees et Meyen 

アオスヂ

コウオぞウシノご

ヒナガヤツリ

クグガヤツリ

コアゼガヤツリ

コゴメガヤツリ

カヤツリグサ

ウシグク

ハマスゲ

ヒデリコ

r:、ロウF'テンツキ

ヤマイ

518. Kyllingia brevifolia Rottboell var. leiolepis Hara ヒメクグ

I

q

-

-

1

1

 

H
G

引
引

H

割
引

Th 

G 

Th 

H 

HH  

H 

Th 519. Pycreus sanguinolentus Nees 

102. Palmae ヤシ科

520. Trachycarpus excelsu日 Wendland

103. Araceae サトイモや1.

521. Acorus asiaticus Nakai ショウブ HH  

522. A. gramineus Solanc1er ピキショウ HH  

523. Pinel1ia ternata Breitenbach var. viridis Makino カラス lÒ"、シ守アク G 

104. Commelinaceae ツユクサ科

524. AneiIema Keisak Hasskarl 

525. Commelina commlU1is Linnaeus 

105. Pontederiaceae ミズアオイ科

526. Monochoria Korsakowii Regel et Maack 

106. Juncaceae イグサ科

527. Juncus decipiens Nakai 

528. J. Fauriensis Buchenau 

529. J. Krameri Franchet et Savatier 

530. J. latior Satake 

531. Luzula capitata Nakai 

107. Liliaceae ユリ件

532. Allium nipponicum Franch et Savatier 

533. Disporum sessile D. Don 

534. D. smilacinum A. Gray 

535. Hemerocallis disticha Donn 

536. H. disticha Donn var. kwanso Nakai 

537. Hosta longissima Honda var. brevifolia 

F. Maekawa 

538. Lilium auratum Lindley 

カワラスカ、ナ

シュロ(!liNヒ)

イボクサ

ツユクサ

ミズアオイ

イ

M 

Th 

Th 

Th 

HH  

ホソパノコウガイゼキショウHH

タチコウガイゼキショウ HH

ヒロハノコモチゼキショウHH

スズメノヤリ

ノピ Jレ

ホウチヤクソウ

チゴユリ

ノカンソウ

ヤブカンゾウ

ミヅギボウシ

539. 1. maculaium Thunberg var. elegans Koiclzumi スカシユリ

ヤマユリ

H 

G

G

G

H

H

 

HH  

G 

G 
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H 

E 

E 

G 

E

G

 

G 

G 

H 

G 

恥1

H 

H 

H 

G 

G 

H 

G 

G 

G 

G 

(河町・ -1;1:)

ヒメヤフ、ラン

ヤプラン

オウベジャノヒゲ、

ヒオウギ

ミヨウ力、

キンラン

ササパギンラン

今
フ

A
V、ノイ

a)
 

ト
ア
ル
オ
サ
シ

ヨウラクラン

ベニカヤラン

ミヤマウツラ

ノ、マカキラン

シュンラン

ヤマノイモ

ジ守アノヒゲ

ヒガンパナ

オニドコロ

ヒメイスイ

ツ;1--寸:

カヤラン
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Liriope minor Makino 

L. muscari Bailεy var. communis Nakai 

Ophiopogon japonicus Ker-Gawler 

O. planiscapus Nakai 

Polygon乳tum humile Fischer 

Scil1a scil10ides Druce 

Smilax China Linnaeus 

S. nipponica Miquel 

108. AmarylIidaceae 

Lycoris radiata Herbert 

109. Dioscoreaceae ヤマノイモ刊-

Dioscorea japonica Thunberg 

D. Tokoro Makino 

110. Iric1aceae アヤメ件

Belamcanda chinensis Leman 

111. Zingiberaceae 

Zingiber 恥1ioga Roscoe 

112. Orchidaceae ラン刊-

Cephlanthera faIcata LincUey 

C. longibracteata Blume 

Cymbidium virescens LincUey 

Epipactis Sayekiana Makino 

Gastrochilus matsuran Schlechter 

Goodyera Schlechtendaliana Reichenbach, f. 

Oberonia japonica Makino var. aurantiaca 

孔1akino

Sarcochilus japonicus Miquel 

Spiranthes amoena Sprengel 

ヒガンパナ朴

当ヨウガH

540. 

541. 

543. 

544. 

545. 

546. 

551. 

552. 

555. 

n
b

ワ
4
0
6

F
h
d
「
J

戸b

R

U

F

b

R

U

 

560. 

559. 

553. 

554. 

547. 

548. 

549. 

550. 

542. 

G 才、ヂパナ

録
'
t

叶
af
 

v
h
μ
 

561. 

フクレザールオカ会セUsnea japonica Wain. 

目兼国有林植物目録B. 

G 

ナガボノナツノハナワラピ G

G 

E 

羊歯植物門

フユノハナワラビ

ナツノハナワラビ

コウヤコケシノブ

1. Ophioglm:saceae 

Botrychium ternatum Swartz 

B. strictum Underwood 

B. virginianum Swartz 

2. Hymenophyllaceae コケシノブ科

Hymenophyllum barbatum Miquel 

3. Polypodiaceae ウラボシf+

PTERIDOPHYT A 

ハナワラビ手斗

T
I

ワ
臼
つ

d

4. 
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5. Adiantum pedatum LinnaεU8 

6. Asplenium incisum Thunberg 

7. Athyrium multifidum Rosenstock var. 

deltoideum Nakai 

8. A. niponicum Hance 

9. A. niponicum Hance var. metallicum Makino 

10. A. pyclloSOrUll1 Christ 

11. A. rubripes Kom8.rov 

12. A. Vidalii Nakai 

13. A. yokoscense Christ 

14. Coptidipteris Wilfordii Nakai et Momose 

15. Cornopteris decurrenti.alata Nakai 

16. Cyrtomium Fortunei J. Smith 

17. Davallia Mariesii Moore 

18. Diplazium dimorphophylh~m Koid.wmi 

19. D. grammitoide苧 Presl

20. D. oshimense H. Ito 

21. D. squamigerum Christ 

22. Dryopteris Bissetiana C. Christem:en 

23. D. crassirhizoma Nakai 

24. D. erythrosora O. Kuntze 

25. D. hondoensis Koic1z1ill1i 

25. D. lacera O. Kuntze 

27. D. monticola C. Christensen 

28. D. remotissima Koi�.zumi 

29. D. uniformis Makino 

30. D. varia O. Kuntze 

31. Fuziifilix piloseI1a Nakai et Momose 

32. LemmaphyI1um microphyllum Presl 

33. Lepisorus Onoei Ching 

34. L. Thunbergianus Ching 

35. L. ussuriensis Ching 

36. Lepto�'Tamma totta T. Smith 

37. Matteuccia Struthiopteris Todaro 

38. Neoniphopsis linearifolia Nakai 

39. Notogramme japonica Presl 

40. Onoc1ea sensibilis Linnaeus 

41. OnychﾎlL'11 japonicum Kunze 

42. Pentarhizidium japonicum Hayata 

43. Phegopteris decursive-pinnata F馥 

叫 Polystichum japonicum Diels 

45. P. retroso ・paleaceum Tagawa 

クジ寸タクシ夕、

トラノオシダ、

サトメシダ、

イヌワラピ

ニシキシグ

ハクモウイノデ、

コウライメシグ、

ヤマイヌワラビ

ヘピノネコザ

オウレンシグ、

シケチシダ

ーヤフーソうテツ

シノフe

セイタカシケシダ、

ホソノごシケシダ

シケシダ

キヨタキシダ

オウイタチシダ、

オシダ

ベニシグ

オウベニシグ

クマワラビ

ミヤマベニシグ

ミヤマイタヂシダ

オクマワラピ

イタチシグ

イヌシダ、

マメヅ、タ

ヒメノキシノプ

ノキシノブ

ミヤマノキシノフ

ミゾシダ

クサソテツ

ビロウドシダ

イワガネソウ

コウヤワラビ

タチシノブ

イヌカ、ンソク

ヂジヂジシグ

イノデ

サカゲイノデ

H 

H 

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

E

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

E

E

E

E

H

H

E

H

H

H

H

H

H

H
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.46. P. retrQSO・paleaceum Tagawa var. ovato・

paleaceum Taga wa ヴヤナシイノデ H

.47. P. tripteron Presl ジウモンジシダ H 

48. Pteridium aqui!inum Kuhn var. japonicum Nakai ワラビ G 

49. Pteris multifida Poiret イノモトソウ H 

50. Rumohra 孔1:iqueliana Ching form. narawensis 

H. Ito ナライシグ H 

51. Rumohra Standishii Ching 1) ヨウメンシグ H 

52. Spicantopsis nip:;Jonica Nakai var. japonica Nakai シシカ・シラ H 

53. Thelypteris ja:ponica Ching ハ iJ カゐ千七ワラ 1:' H 

54. T. laxa Ching 

55. T. palu弓tris ScÌ1っtt Var. pubescens Fernald 

56. Woodwardia orientalis Swartz 

4. Lygodiaceae カニクサや|

57. Lygodium japonicum Swartz 

5. Osmundaceae ゼンマイ刊

58. Osmunda cinnamomδa Linnaeus 

59. O. japonica Thunberg 

6. Equisetaceae トクサf:'十

,60. Equisetum arvense Linnaeus 

7. Lycopodiaceae ヒカヂノカヅラ H

ヤソラシグ

ヒメシグ

コモチシグ

H

H

H

 

カユクサ G 

ヤマドリゼンマイ

ゼンマイ

H 

G 

スギナ G 

61. Lycopodium clavatum Linnaeus var. nipponicum 

Nakai ヒヵヂノカヅラ H 

δ2. L. obscurum Linnaeus マンネンスギ H 

63. L. serratum T�nberg var. javanicum Makino トウヂシパ CH 

,64. L. serratum Tﾌ1unberg var. Thunbergii Makino ホソベノトウデシパ CH 

SPERMATOPHYTA Frc了千I{[物j"J

GYMNOSPERME 叩 f沖Ilf[~IJg:il"J 

8. Ginkgoaceae イチョウド1

,65. Ginkgo biloba Linnaeus 

9. Taxaceae イチイ件

。66. Torreya nucifera Siebold et Zuccarini 

10. Cephalotaxacεae イヌガヤ何，

67. Cephalotaxus drupacea Siebold et Zuccarini 

11. Abietaceae モミf'1'

.68. Abies firma Siebold et Zuccarini 

12. Pinaceae マツf'1

69. Pinus densiflora Siebold et Zuccarini 

70. Pinus Thunbergii Parlatorε 

13. Cryptomeriaceae スギ科

イチョウ(依栽) MM  

カヤ MM  

イヌカ、ヤ 乱4

一、
ーピミ MM  

アカマツ MM  

MM  クロマヴ
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71. Crypt�eria japonica D. Don 

14. Cupresεaceae ヒノキ1"1'

72. Chamaecyparis obtusa Endlicher 

73. C. pisifera EncUicher 

'14. C. pisifera Endlicher var. squarrosa 乱1asters

スギ(1:11'(栽) MM  

ヒノキ件11'(栽 ;t~~ よび白生)MM

サーワラ(十I!(栽ゐよび1' 1 11:)MM

ヒムロ(舵栽) M 

ANGIOSPERMAE 殺E子・N(~勾flI[!'FJ

DICOTYLEDONEAE 双子~\'lj:1([4桝[:iJ

ARCHICHLAMYDEAE 古生花rLI(fJ{l物川和j

15. S b. :::aurur駘.ceae ドクダ、ミ利

75. Polypara codata Bueck 

16. Chloranthac三ae センリヨウ利-

76. Chloranthus seηatus Roemer et Schultes 

77. C. serratus Roemer et Schultes form. 

prosperus Honda 

78. Tricercandra japonica Nakai 

17. Salicaceae ヤナギヂ1

79. Populus Sieboldi 乱1iquel

80. Salix babylonica Linnaeus 

81. S. Bakko Kimura 

82. S. jessoensis Seem. 

83. S. gracilistyla Miquel 

34. S. integra Thunberg 

85. S. sachalinensis Fr. Schmidt 

86. S. vulpina Anderson 

18. Juglanclaceae クルミ利

ドクダミ G 

フタリシヅヵ G 

ヱグウチアタリシヅヵ G 

ヒトリシヅカ G 

ヤマナラシ M 

シダレヤナギ(航栽) 乱f

ヤマネコヤナギ M 

シロヤナギ MM  

ネコヤナギ N 

イヌコリヤナギ N 

オノヱヤナギ MM  

キツネヤナギ N 

87. Juglans AI1ardiana Dode var. acuta KoidzlUni オェグルミ 1¥1M 

19. Betulaceae カパノキヂ|

88. Alnus finna Siebold et Zuccarini va::. hirtella 

Franchet et Savatier 

89. A. tinctoria Sargent var. obtusiloba Callier 

90. Betula carpinifolia Siebold et Zuccarini 

91. Carpinus carpinoides Makino 

92. C. erosa Bllillle 

93. C. laxiflora Bllill1e 

94. C. Tschonoskii Maximowicz 

95. Corylus Sieboldiana BllU11e 

96. Ostrya japonica Sargent 

20. Fagaceae プマナ利，

97. Castanea crenata Siebold et Zuccarini 

98. Cyclobalanopsis myrsinaefolia Kudo et 

MasamlUle 

ミヤマヤシヤブシ MM  

ヤマハンノキ MM  

ミヅメ MM  

クマシデ MM  

サワシノご MM  

アカシデ、 MM  

イヌシデ‘ M乱f

ツノノ、シノf ミ M 

アサダ MM  

クリ MM  

シラカシ MM  
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99. Fagus japonica lV'f�x匇ow兤z イヌゾナ 乱1M

100. Quercus acutissima Carruthers クヌギ MM 

101. Q. crispula BlmTIe ミヅナラ MM 

102. Q. dentata Thunberg カシソ M恥f

103. Q. donarimTI Nakai テリハコナラ M乱f

104. Q. serrata Thtmberg コナ子 MM 

105. Shiia Síeboldi 乱Ilakino スダジイ MM 

21. Ulmaceae ニレヂ|

106. Celt﨎 s匤ensis PerBOOn var. japonica Nakai エノキ MM  

107. Ulmus laciniata Mayr オヒョウ MM  

108. Zelkowa serrata Makino ケヤキ MM 

22. Moraceae クワ手:ト

109. Broussonet僘 Kaz匤ok� Siebold コウゾ M 

110. Fatoua villosa Naka� クワクザー Th 

111. F兤us foueolata Wallich イタピカヅラ M 

112. Morus bombyc﨎 Koidzumi ヤマグ 1J M 

113. M. bombyc﨎 Ko瀇zum� var. caudatifol僘 オナガグワ

Ko冝zmn� 

114. M. bombycis Ko冝zum� form. dissecta Nak� ホゾノ〈ヤマグワ M 

23. Cannabinaceae アサ科

115. HmTIulus japonicus Siebol�. et Zuccarin� カナムグラ Th 

116. I-1. Lupulus L匤naeus var. cordífolius 乱1axímowicz カラハナソウ H 

24. Urticaceae イラクサ科

117. Boehmeria frutescens Thtmberg カラムシ H 

118. B. longisp兤a Steu�.el ヤプマオ H 

119. B. parasp兤ata Nakai クザーコ-yカソ H 

120. B. platanifol僘 Franchet et Savatier メヤブマオ H 

121. B. S冾boldiana Blume ナカ、パヤプマオ H 

122. B. sp兤ata Thunberg コアカソ N 

123. B. sp兤ata Thunberg var.'、microphylla,Nakai コパノコアカソ N 

124. B. tricusp� Mak匤o -yカゾ H 

125. Elatostema mnbellatum B1ume ヒメウソベミソウ H 

126. Elatostema mnbellatmn Blmne var. majus 

Maximowicz ウワノf ミソウ H 

127. Laportea bulb凬era Weddell ムカゴ、イラクザー H 

128. Nanocnide japonica BIume カテンソウ H 

129. Pilea Hamaoi Makino ミツ Th 

130. P. peploides Hooker e'L Arnott コケミヅ Th 

131. P. viridissima Makino アオミヅ Th 

132. Urtica Thunbergiana Siebold et Zuccarini イラクサ 日

25. Santalaceae ビャクダン件

133. Thesitm1 chinense Turczaninow カナピキソウ H 
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26. Aristolochiaceae ウマノスズクサ戸1-

134. Aristolochia c1ebilis Siebold et Zuccarini ウマノスズクサ G 

135. Asiasarum Sieboldi F. lVIaekawa ウスノ〈サイシン H 

136. Heterotropa Fauriei F. Maekawa ミチノクーサイシン H 

137. J aponasarum caulescεns Nakai プタノξ -yオ『イ H 

27. Polygonaceae タアTI-

138. Bistorta tenuicaulis Nakai ハルトラノオ H 

139. Persicaria aestiva Ohki ウナギツカミ Th 

140. P. bioritsuensis Ohki シロタヂ Th 

141. P. conspicua Nakai サクラタデ Th 
142. P. longiseta Kitagawa イヌタデ、 Th 

143. P. lVIaackiana Nakai ザペデク刊日ー Th 
144. P. minutula Nakai ヌカ寸f タ玉三、 Th 

145. P. nepalensis Gross グニゾノ〈 Th 

146. P. nipponensis Grm:s ヤノネグサ Th 
147. P. Posumbu Gross ハナタデ Th 

148. P. Roe'Gtleri Hara ケ df ントクタデ、 Th 

149. P. Ro巴ttleri Hara var. acurninata Hara ボントクタデ? Th 

150. P. Sieboldi Ohki アキノウナギツカミ Th 

151. P. tenuiflora Hara オオイヌタデ、 Th 

152. P. Thunbergii Gross ミソゾノ〈 HH 

153. P. triangularis Nakai ミヤマタニソパ Th 

154. Truellum Masamune ママコノシリヌグイ Th 

155. P. viscofera Gross ネパリタア、 Th 

156. P. Yokusaiana Nakai ナガボハナタデ Th 

15'7. Polygonum aviculare Linnaeus ニワヤナギ Th 

158. Reynoutria japonica Houttuyn イタドリ H 

159. R. uzenensis Honda ケイタドリ H 

160. Rum巴x Acetosa Linnaeus スイパ H 

161. R. AcetoselJa Linnaeus ヒメスイ~， H 

162. R. japonica Houttuyn ギシギシ H 

163. R. obtusifolius L. subsp. agrestis Danser エゾノギシギシ H 

164. Tovara filiformis Nakai ミズヒキ H 

165. T. neo・filiformis Nakai シンミヅヒキ H 

28. Chenopoc1iaceae アカザ科

166. Chenopodium album Linnaeus シロヂ Th 

167. C. ficifolium Smith コアカザ Th 

29. Amarantaceae ヒユ科

168. Achyranthes japonica Nakai イノコズチ H 

169. A. longifolia lVIakino ヤナギイノコヅチ H 

170. Euxolus ascenc1ens Hara イヌピユ Th 

171. E. caudatus lVIoouin アオピユ Th 
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30. Portulacacea色 スベリヒュ干'1-

172. Portulaca oleracea Linnaeus 

31. Caryophyllaceae ナデシコ利，

173. Cerastium caespitosum Gilibert var. 

glandulosum Wirtgen 

スベリヒユ

ミミナグサ

- 51 ー

Th 

旬nT
 174. Dianthus superbus Linnaeus var. longicalycina 

Wi1liams カワラナヨゴシコ H 

175. Ly�is Miqueliana Rohrbach フシグロセンノウ G 

176. Malachium aquaticum Fries ウシハコペ H 

177. Melandryum firmus Rohrbach フシグロ Th 

178. Melandryum firmus Rohrbach form. pubescens 
E
A

、
i

、
ι
1
4

、
ι

百
H
H

引

H

引

U
H

七

Makino 

179. Moehringia laterif10ra Fenzl 

180. Pseudostellaria heterophylla Pax 

181. Sagina japonica OhWl 

182. Stel1aria Francheti Honda 

183. S. media Cyri1lus 

184. S. media Cyrillus var. minor Makino 

185. S. Uchiymnana Makino 

186. S. u1iginosa Murray 

32. EUlJteleaceae フサザクラ科

187. Euptela polyandra Siebold et Zuccarini フサザクラ MM  

33. Cercidihy llaceae カツラ利負

188. Cercidiphyllum japonicum Siebold et Zuccarini カツラ M M  

34. Ranunculaceae キンポウゲ刊，

189. Aconitum japonicum Thunberg var. montanum 

Nakai ヤマトリカプト H 

190. Aconitum senanense Nakai ホゾパトリカプト H 

191. Anemone debilis Fischer ヒメイチゲ G 

192. A. flaccida Fr. Schmidt ュリンソウ H 

193. Clmicifuga Tanaka var. obtusiloba Nakai オウパショウマ H 

194. C. simplex Wormskjord var. ramosa 

Maximowicz 

195. Clematis apiifolia A. P. De Candol1e 

196. C. brevicaudata A. P. De Candolle 

197. C. japonica ThlU1berg 

198. C. stans Siebold et Zuccarini 

199. C. temiflora A. P. De Candolle 

200. C. tosaensis 恥1:akino

201. Isopyrum dicarpon Miquel 

202. Ranunculus acris Linnaeus var. japonica 

Maximowicz form vulgaris Makino 

ケフシグロ

オオヤマブスマ

ワダゾウ

ツメクザ『

ミヤマハコペ

ず

ノ、::1〆、、

会

コノ、コ'"

ヤマハコベ

ノミノフスマ

サラシナショウ7

.J;' タンヅJレ

コオミタン、グ Jレ

ハンショウヅル

クサ時，j.;' タン

センニンソウ

H

N

N

N

N

N

 

サパノオ

トリガタハンショウヅルN

H 

ウマノアシガタ H 
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203. R. sceleratus Linnaeus 

204. Ranunculus Vernyii Franchet et Savatier 

var. glaber N akai 

205. Ranunculus Vernyii Franchet et Savatier 

var. japonicus Nakai 

206. Semiaquilegia adoxoides Makino 

207. Shibateranthis Keiskei N akai 

208. Thalictrum Thunbergii A. P. De Candolle 

var. hypoleucum Nakai 

35. Lardizabalaceae アケビ利

209. Akebia quinata Decaisen 

210. A. trifoliata Koidzumi 

36. Berberidaceae メギ利-

211. Berberis Thunbergii A. P. De Candolle var. 

Maximowiczii Franchet et Savatier 

37. Menispermaceae ツヅラフヂ科

212. Cocculus trilobus A. P. De Candol1e 

38. Magnoliaceae モクレン科

213. Ma、gnolia obovata ThtU1berg 

214. Schizandra nigra Maximowicz 

39. Lauraceae クスノキ和十

215. Linder umbellata Thunberg 

216. Neolitsea Sieboldii Nakai 

217. Parabenzoin praecox Nakai 

40. Papaveraceae ケシ存1・

218. Corydalis hondoensis Ohwi 

219. C. incisa Per巴oon

220. C. Makinoana Matmmura 

221. Mac1eya cordata R. Brown 

41. Cruciferae アブラナ苧ト

222. Arabis nipponica Boissieu 

223. Capsella Bursa-pastoris 恥1edicus

タカ、ラシ

キツネノ，f-'タン

ケキツネノボタン

ヒメウヅ

セツプンソウ

アキカラマツ

アケピ

ミツパアケビ

メギ

カミエピ

ホオノキ

マツブサ

クロモジ

シロダ、モ

アブラチャン

ミヤマキケマン

ムラサキケマン

ヤマキケマン

タケニグサ

ヤマハグザオ

ナツナ

H H  

HH  

HH  

H 

G 

H 

N 

N 

N 

N 

Ml\在

N 

N

M

M

 

Th 

Th 

Th 

H 

Th 

Th 

224. Carclamine flexuosa Withering グネツケパナ H 

225. C. flexuosa Withering var. latifolia Makino ミヅタネツケパナ HH  

226: C. impatiens Linnaeus var. eriocarpa A. P. De 

Candolle ジヤニンジン Th 

227. C. lyrata Bunge 三ヅタガラシ HH  

228. Carclamine tenuis Koidzumi マルパコンロンソウ Th 

229. Rorippa atrovirens Ohwi et Hara form. 

obtusula Ohwi et Hara イヌガラシ H 

230. 羽Tasabia bracteata Hisauti ユリワサビ H 



毘):ij灘沿岸地方における 2 国有林の植物j調査報汚 (河口1 ・林) 53 

42. Crassulaceae ベンケイソウ利a

231. Sedum bulbiferum Makino 

43. Saxifragaceae ユキノシタヂト

232. Astilbe congesta Nakai 

233. A. microphyl1a Knoll 

234. A. odontophylla Miquel 

235. Cardiandra aIternifolia Siebold et Zuccarini 

236. Chrysosplenium flgelliferum Fr. Schmidt 

237. C. Grayanum Maximowicz 

238. C. macrostemon Maximowicz 

239. Deutzia crenata Siebold et Zuccarini 

form. angustifolia Regel 

240. D. gracilis Siebold et Zuccarini 

241. D. gracilis Siebold et Zucc:arini var. latifolia 

Nakai 

242. Hydrangea hirta Siebold et Zu('carini 

243. H. involucrata Siebold 

244. H. paniculata Siebold var. floriblU1da Regel 

245. H. serrata Seri則前

246. Mitella pauciflora Rosendahl 

247. Philadelphus Satsumi Siebold 

248. Saxifraga stolonifera Meerburgh 

249. Schizophragma hydrangeoides Siebold et 

Zuccarini 

44. Spiraeaceae シモツケ利-

コモチマンネングサ Th 

トリアシショウマ H 

チ夕、ケサシ H 

オウパノトリアシショウマH

クサアデサイ H 
ツルネコノメソウ H 

ネコノメソウ H 

ミヤマネコノメソウ H 

ウツギ

ヒメウツギ

ヒロハヒメウツギ

コアヂサイ

タマアヂサイ

ノ 1) ウツギ

ヤマアヂサイ

コヂヤルメルソウ

yごイカウツギ

ユキノシタ

イワカ‘ラミ

N 

N 

N 

N 

N 

M 

N 

H 

N 

H 

MM  

250. Spiraea japonica Linnaeus f. var. obatifolia Koidzumi シモツケ N 

251. Stephanandra incisa Zabel コゴメウツギ N 

45. 乱1alaceae ナシ利，

252. Malus Zumi Rehder 

253. Pourthiaea laevis Koidzurni 

254. Sorbus japonica Hedlund 

46. Rosaceae パラ利ー

255. Agrimonia nipponica Koidzumi 

256. A. pilosa Ledebour var. japonica Nakai 

257. A. pilosa Ledebour var. japonica Nakai 

form. bracteata Nakai 

258. Ducﾌ1esnea indica Focke 

2!-i9. D. Wa1lichiana Nakai 

260. Geum japonicum Thullberg 

261. Kerria japonica A. P. De Candolle 

262. Potentilla centigrana Maximowicz 

263. P. Cryptolaeniae Maximowicz var. insu1aris 

オオズミ

カマツカ

ウラジロノキ

ヒメキンミヅヒキ

キンミツヒキ

オオキンミヅヒキ

ヤプヘピイチゴ

ヘビイチゴ

グイコンソウ

ヤマブキ

ヒメヘビイチゴ

MM  

M 

MM  

H 

H 

E 

H 

H 

H 

N 

HH  
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Kitagawa 

264. P. fragarioides Linnaeus var. Sprengeliana 

Maximowicz 

265. P. Freyniana Bornrnueller 

266. P. Kleiniana Wight et Arnott 

267. Rosa Onoei Makino 

268. R. polyantha Siebold et Zuccarini 

269. Rosa polyantha Siebold et Zuccarini form. 

rosipetala Honda 

270. R. ì九Tichuraiana Crepin 

271. R. Wichuraiana Crepin var. paniculata 

Makino et Nemoto 

272. Rubus Buergeri Miquel 

273. R. coptophyI1us A. Gray 

274. R. hirsutus Thunberg 

275. R. micr皂hyllus Linnaeus, f. 

276. R. microphyIIus Linnaeus, f. var. incisus 

Koidzumi 

277. R. paruifolius Linnaeus var. triphyIIus Nakai 

278. R. phoenicolasius Maximowicz 

279. R. Wrightii A. Gray 

280. San宝uisorba carnea Fischer 

47. A'llygdalaceae サクラ件

281. Prunus Buergeriana 孔1iqueI

282. P. Grayana Maximowicz 

283. P. serrulata Lindley var. spontanea Makino 

284. P. serrulata Lindley var. pubescens Nakai 

285. Prunus Lannesiana WiIson var. speciosa 

Makino form. simpliciflora Makino 

48. Leguminosae マメ利'

286. Albizzia Julibrissin Durazzini var. sp巴ciosa

Koidzumi 

287. Amphicarpaea trisperma Baker 

ミツモトソウ H 

キジムシロ H 

ミツパッチグリ H 

オヘピイチゴ H 

ヤプイパラ N 

ノイノξ ラ N 

ウスーアカノイノごラ N 

テリハノイパラ N 

コパノテリハノイパラ N 

フユイチゴ N 

モミヂイチゴ N 

クサイチゴ N 

コノごノニカ矛イチゴ N 

ュ・カボイチゴ N 

ナワシロイチゴ N 

ウラジロイチゴ N 

クマイチゴ N 

ワレモコウ H 

イヌーザクラ M M  

ウワミ、ブザ‘クラ M M  

ヤマザクラ MM  

ケヤマザクラ MM  

才オシマザクラ(相殺) MM  

ネムノキ

ヤブマメ

孔f

Th 

288. Apios Fortunei Maximowicz ホド H 

289. Caesalpinia japonica Siebold et Zuccarini ジャケツイパラ N 

290. Desmodium faI1ax SchincUer var. dilatatum Nakaiγ プノ、ギ H 

291. D. Oldhami OIiver フジカンゾウ H 

292. D. racemosum A. P. De CandoIle ヌスピトハギ H 

293. Dumasia truncata Siebold et Zuccarini ノササゲ H 

294. Indigofera pseud幽tinctoria Matsumura コマツナギ CH  

295. Ku.mmerowia striata Schindler ヤハズソウ Th 

296. Lespedeza bicolor Turczaninow var. japonica 



297. 

298. 

299. 

300. 

301. 

302. 

303. 

304. 

305. 

306. 

307. 

:308. 

309. 

310. 

311. 

312. 

313. 

314. 

315. 

316. 

317. 

318. 

319. 

320. 

321. 

322. 

323. 

324. 

325. 

326. 

327. 
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Nakai 

L. cuneat G. Don 

L. homoloba Nakai 

Lesped騷a pilosa Siebold et Zuccarini 

L. tomentosa Siebold 

Lotus corniculatus Linnaeus var. iaponﾏcus RegeI 

Maackia amurεnsÏs Ruprecht et Maximowicz 

var. Buergeri Schneider 

Pueraria Thunbergiana Bentham 

Sophora angustifolia Siebold et Zuccarini 

Trif�ium rεpens Linnaeus 

Vicia Cracca Linnaeus 

V. lmijuga AL. Braum 

羽Tistaria floribunda A. P. De CandoIle 

49. Geraniaceae フウ河ソウ利，

Geranium Thunbergii Siebold et Zuccarini 

G. tripεrtitum R. Kunth 

50. OxaIidaceae カタパミ干'[-

OraIis Acetoselb Lﾏnnaeus var. japonica Makino 

Xanthoxalis corniculata SmaII 

X. corniculata Small var. atropurpurea Mold. 

X. cornicuhta SmaIl var. erecta Hatusﾏma 

(河旧・林)

ヤマハギ

メドハギ

ヤブハギ

ネコハギ

イヌハギ

ミーγ コクーザー

イヌヱンジユ

クズ

クララ

シロツメクーサ

クサフヂ

ナンテンハギ

フヂ

ゲンノショウコ

コソウロ

ミヤマカタバミ

カタベミ

ウスーアカカグノごミ
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CH 

CH 

P可

日

CH 

H 

1¥1 

1¥1 
τJ 
u 

H 

H 

H 

1¥1M 

H 

H 

H 

H 

H 

et Nakasima タチカタパミ(ケカタパミ )H

X. CODliculata SmaIl var. 1・ubrifolia Hatusima 

et Nal但sima

51. Ratace0.e ミカン利

Boenninghausenia japonica Nakai 

Fagara mantchurica Honda 

Orixa japonica Thunberg 

Phellodendron LavaIlei Dode 

P. sachalinense Sargent var. suberosmTI Hara 

52. Simarubaceae ェガキ件

Picrasma ailanthoides Plancho 

ヒメハギ科53. Polygalaceae 

Polygala japonica Houttuyn 

54. Euphorbiaceae トウグイグサ1';j'

Acalypha australis Linnaeus 

Galarhoes adenochlorus Hara 

G. pekinensis Hara 

MaIlotus japonicus MueIler, Arg. 

55. Anac2.rdiaceae ウルシ利，

Rhus ambigua LavaIlee 

フ'カカタノごミ

マツブJ ゼ.ソウ

イヌザンショウ

コクサギ

キノ、ダ

ヒロノ、ノキノ、ター

ユガキ

ヒメハギ

エノキグサ

ノウ}L-シ

タカトウダイ

プ j] ;,1 j/ シワ

ツタウ}L-シ

H 

H 

N 

N 

1¥1M 

1¥1M 

1¥11¥1 

H 

Th 

HH 

H 

1¥11¥1 

MM  



330. R. trichocarpa Miquel var. serrata Englεr 

331. R. verniciflua Stokes 

56. Aquifoliaceae モチノキ円

332. IIex crenata Thunberg イヌツヂ N 

333. 1. macropoda Miquel アオノ、ダ、 MM  

334. Ilex macropoda Miquel var. pseudo-macropoda 

Nakai ケナシアオハグ M M  
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328. R. javanica Linnaeus 

329. R. trichocarpa Miquel 

57. Celastraceae ニシキギや1

335. Celastrus orbiculatus Thunberg 

336. C. strigiI10sus Nal.王ai

337. Euonyrnus alatus Siebold 

338. E. ala�s Siebold var. subtrifloru~; Franchet 

et Savatier 

ヌ;L.- r M

M

 

M

M

N

M

 

ヤマウルシ

コパノヤマウルシ

ウルシ (1:jl'(栽)

ツ lレウメょεifz干 M 

オュツルウメモドキ おf

ニシキギ N 

コマユミ N 

339. E. Fortunei Handel-Mazzett var. rac1icans Rehder ツルマサキ MM  

340. E. oxyphyIIus 孔1iqueI. ツリノごナ M 

341. E. Siebolc1ianus Blume 

58. Staphyleaceae ミツノf ウツギ干'1-

342. Staphylea Blilllalda A. P. De Canc10lIe 

59. Aceraceae カエデ千'[-

343. Acer 釘noenum carriere オオモミヂ MM  

344. A. carpinifolium Siebolc1 et Zuccarini チドリノキ M M  

345. A. cissifolium C. Koch ミツデカヱデ M 

346. A.crataegifolium Siebolc1 et Zuccarini ウリカエデ M 

347. A. diabolicum Blume カヂカヱデ MM  

343. A. c1istylum Siebolc1 et Zuccarini ヒトツベカヱデ MM  

349. A. fonnosu111 Carriere イロハモミヂ MM  

350. A. mono Maximowicz var. c1issectum Honc1a ヱンコウカエデ MM  

351. A. 1110no Maximowicz var. eupictum Nakai 

ーマニ'- .: M 

ミツバウツギ M 

イタヤカエデ、 MM  

352. A. 1110110 Maximowicz var. nikkoense Honda ウラゲエンコウカエヂ MM

353. A. mono Maximowicz var. Paxii Honda オニイタャ MM  

354. A. nikoense Maximowicz メグスリノキ MM  

355. A. ornatum Carrier var. Matsumurae Koidzumi ヤマモミヂ MM  

356. Acer rufinerve Siebold et Zuccarini ウワハダ、カエデ MM  

60. Sabiaceae アワプキ手キ

357. MeIiosma myriantha Siebold et Zuccarini 

358. M. tenuis Maximowicz 

61. BaIsaminaceae ツ 1) フネソウ科-

359. Impatiens NoIi-tangere Linnaeus 

360. 1. Textori lVIiquel 

アワプキ N 

N ミヤマハハゾ

キツリフネ

ツワフネソウ

Th 

Th 
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62. Rhamnaceae クロウメモドキや1.

361. Berchem僘 racemosa S冾bold et Zuccar匤� 

362. Hoven僘 dulc﨎 Thunberg 

63. V咜aceae ブドウ利

363. Ampelopis brev厓edunculata Trautvetter 

var. Max匇ow兤zi Reder 

364. Cayrat僘 japonica 乱!J:erri11

365. Parthenocissus Thunbergii Nakai 

366. Vit﨎 flexuosa Thunberg 

367. V. Thunberg劦 Siebold et Zuccar・ini

64. Tiliaceae シナノキ科

368. Tilia japonica Símon1,ai 

65. Actinidiaceae マタタビ1=:1

369. Actnid僘 arguta Planchon 

370. Actnidia arguta Planchon var. platyphylla Nakai 

371. A. repanda Honda 

66. Theaceae ツパキ科

372. Camaellia japonica Lﾌ!maeus var. spontanea 

乱!J:akino

373. Tea sinensis Linnaeus var. bohea Szyszylowicz 

67. Guttiferae オトギリソウ科

374. Hypericum Ascyron Linnaeus 

375. H. erectum Thunberg 

68. Violaceae スミレ利，

376. Viola Bi:鑚eti Maximowicz 

377. V. eizanensis Makino 

378. V. grypo田ras A. Gray 

379. V. minor Makino 

380 , V. 0 btusa Makino 

381. V. phalacrocarpa Maximowicz 

382. V. phalacrocarpoides Makino 

383. V. pwnilio 羽T. Becker 

384. V. Rossii Hemsley 

385. V. semilunaris W. Becker 

386. V. Takedana Makino. 

69. Stachyuraceae キブシT;;J・

387. Stachyurus ovalifolius Nakai 

388. S. praecox Siebold et Zuccarini 

70. Elaeagnaceae グミ平手

389. Elaegnus crispa Thunberg 

390. E. longipes A. Gray 

-57-

クマヤナギ

ケンポナシ

M 

MM  

ノフ，.' r ゥ N 

ヤブガラシ G 

ツタ MM  

三百トンカクヅノレ M 

ヱピツル N 

シナノキ MM  

サルナシ M 

コクノ、ヅル M 

マタタピ M 

ヤブツパキ

チヤノキ(野化) N 

トモヱソウ H 

オトギリソウ H 

ナガパノスミレサイシンH

ヱソスミレ H

H

H

 

グチツ寸fスミレ

ヒメスミレ

ニオイタチツボスミレ H 

アカネスミレ H 

オカスミレ H 

フモトスミレ H 

アケボノスミレ H 

アギスミレ H 

ヒメスミレ H 

ヱノシマキプシ N 

キブシ N 

アキグ、ミ N 

ナツグミ M 
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71. Lythraceae ミソハギ科

391. LythrwTI anceps Makino ミソノ、ギ H H  

292. L. Salicana Linnaeus var. vulgare A. P. De 

Candolle ェゾミゾノ、ギ HH  

72. Alangiaceae ウリノキ存[-

393. Marler macrophylla Siebold et Zuccarini 

var. triIobata Nakai 

73. Oenotheraceae アカパナ科

394. Circaea caulescens Nakai var. glabra Hara 

395. C. erubescens Franchet et Savatier 

396. C. rnollis Siebold et Zuccarini 

397. Epilobiurn pyrricholophum Franchet et Savatier 

398. Ludurigia prostrata Roxburgh 

399. Oenothera Lamarkiana Seringe 

74. Araliaceae ウコギ1;;[-

400. Acanthopanax japonicum Franchet et Savatier 

401. A. nipponicum Makino 

402. A. sciacl.ophylIoides Franchet et Savatier 

403. A. spinosum Miquel 

404. Aralia cordata Thunberg 

405. A. eIata Seemann 

406. A. elata Seemann var. canescens Nakai 

407. Hedera Tobleri Nakai 

408. Kalopanax pictl町1 Nakai 

409. Pan出 japonicmTI C. A. Meyer 

75. Umbelliferae セリ利，

410. Angelica decursiva Franchet et Savatier 

411. A. eduIﾍs Miyabe 

412. A. polymorpha Maximowﾍcz 

413. A. Schishﾍuc10 Koidzumi 

414. Anthriscus nemorosa SprengeI 

415. Chamaele decumbens Makino 

416. Cryptotaenia japonica Hasskarl 

417. Hydrocotyle sibthorpioides Lamarck 

418. Lﾍbanotis ugoensis Kitagawa 

419. Oenanthe javanﾍca A. P. De Candolle 

420. Osmorhiza arﾍstata Makino et Yabe 

421. Ostericum Miquelianum Kitagawa 

422. Pimpinella calycﾍna Maximowicz 

423. Sanicula chinensis Bunge 

76, Cornaceae ミヅキ苧1・

424. Aucuba japonica Thunberg 

ウリノキ

-γ マタニタア

タニタデ、

ミヅタマソウ

アカパナ

チョウジタデ

オオマツヨイグサ

ヤマウコギ

オカウコギ

コシ

ウコギ

ウF'

タラノキ

メ夕、ラ

キヅタ

ハリギリ

トチパ=ンジン

ノダケ

アマユウ

シラネセンキユウ

シシウド

シ 'γ ク

セントウソウ

ミツノζ

チドメグサ

イフ、キ，)'，'ウフウ

セリ

ヤプニンジン

ヤマゼワ

ダ、ケゼワ

ウマノミツパ

アオキ

N 

H 

H 

H 

H 

Th 

Th 

N 

N 

M M  

N 

G 

N 

N 

MM  

MM  

G 

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

E

H

 

N 
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425. Cornus brachypoda C. A. 恥1eyer

426. C. controversa Hemsley 

427. Cynoxylon japonica Nakai 

428. Helwingia japonica ¥Villdenow 

クマノミヅキ

ミツキ

ヤマボウシ

ノ、ナイカ夕、

M 

MM  

M 

N 

METACHLAMYDEAE 千三UI叫ヒF皮十[1'(物1_lgf村J

77. Clethrac巴ae リヨウブ干:卜

429. Clethra barbinervis Siebold et Zuccarini 

78. Pirolaceae イチヤクソウ利戸

430. Chimaphila japonica Miquel 

431. Monotropastrum globosum H. Andres 

432. Pyrola japonica Klenze 

433. P. renifolia Maximowicz 

79. Ericaceae ツツジ干:卜

434. Lyonia Neziki Nakai et Hara 

435. Pieris japonica D. Don 

436. Rhododendron Degronianum Carriere 

form. spontaneum Nakai 

437. R. indicum Sweet 

438. R. Kaempferi Planchon 

439. R. Wadanum M北ino

80. 乱1yrsinaceae ヤブコウジ干:[・

440. Bladhia japonica Thunberg 

81. Primulacョae サクラソウ利

441. Lysimachia acroadenia Maximowicz 

442. L. barystachys Bunge 

443. L. c1ethroides Duby 

444. L. leucantha 恥1iquel

445. L. japonica Thunberg var. subsessilis 

F. Maekawa 

82. Ebenaceae カキノキ円

リョウプ

ウメカーザーソウ

ギンリョウソウ

イチヤクソウ

M 

H 

G 

H 

ジンョウイチヤクソウ H 

ネジキ M 

アセピ 1¥1 

シャクナゲ付[![栽) N 

サヴキ(中[1'[栽) N 

ヤマヴツジ N 

トウゴクミツパツツジ N 

ヤプコウジ

ミヤマタゴボウ

ノヂトラノオ

オカトラノオ

サーワトラノオ

コナスビ

N 

H 

H 

H 

HH 

H 

446. Diospyros Kaki Thunberg var. silvestris Makino ヤマガキ M 

83. Symplocaceae ハイノキ科

447. Palura chinensis Koidzumi form.pilosa Hara サワフタギ N 

84. Styracaceae エゴノキ利ー

448. Pterostyrax hispidus Siebold et Zuccarini 

449. Styrax japonicus Siebold et Zuccarini 

450. Styrax Obassia Siebold et Zuccarini 

85. Oleaceae モクセイ利ー

オオノごアサカ罰ラ

エゴノキ

ノ、クウンヰミク

M 

M 

島f

4ち1. Fraxinus Sieboldiana Blume var. serrata Nakai アオダ、モ M 

452. Ligustrum obtusifolium Siebold et Zuccarini イボタノキ N 
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86. Loganiaceae フジウツギ干斗

453. Buddleja japonica Hemsley 

87. Gentianaceae リンドウ和ト

454. Gentiana scabra Bumr.e var. orientalis Hara 

455. Swertia bimaculata Hooker et Thomson 

456. S. japonica Makino 

457. Tripterospennum japonicum Maximowicz 

88. Apocynaceae キョウチクトウ科

458. Trachelospermum asiaticum Nakai 

var. intennedium Nakai 

89. Asc1epiadaceae カガイモやト

459. Cynanchum caudatum Maximowicz 

460. C. magnificum Nakai 

461. Metaplexis japonica Makino 

フヂウツギ

リンドウ

アケボノソウ

センブリ

ツ 1レリンドウ

テイカカヅラ

イケマ

タチガシワ

カ、ガイモ

462. Tylophora nikoensis 乱1:atsumura コカモメヅル

90. Convolvulaceae ヒルガオ科

463. Calystegia japonica Choisy form. vuIgaris Hara ヒルガオ

91. Boraginaceae ムラサキ利

464. Lithospennum arvense Linnaeus 

465 Trigonotis peduncularis Bentham 

92. Verbenaceae クマツヅラ:f:;l

466. CaIIicarpa japonica Thunberg 

467. C. mollis Siebold et Zuccarini 

468. Clerodendrum trichotomum Thunberg 

93. Labiatae シゾ刊ー

469. Ajuga yesoensis Maximowicz var. tsukubana 

Nakai ツクパキンモンソウ H 

470. Chelonopsis moschata Miq. 

471. Clinopodium chinense O. Kuntze 

var. parviflorum Hara 

472. Clinopodium chinense O. Kuntze 

var. shibetchense Koidzumi 

473. C. confine O. Kuntze 

474. C. sachalinense Koidzumi 

475. EIscholtzia Patrini Garcke 

イヌムラサキ

タ\~、ラコ

ムラサキシキプ

ヤプムラサキ

クサギ

ジャコウソウ

クルマパナ

ヤマクルマパナ

トウパナ

ミヤマトウパナ

ナギナタコウジユ

N 

H 

Th 

Th 

H 

MM  

G

H

H

H

 

G 

Th 

Th 

N 

N 

M 

H 

H 

E
H
H

百
476. Glechoma hederacea Linnaeus var. grandis Kuclo カキドオシ H 

477. Isodon excisus Kudo 

478. 1. inflexus Kudo 

479. 1. japonica Hara 

480. Lamium amplexicaule Linnaeus 

481. Lycopus coreanus LeveiIIa 

var. ramosissimus Nakai 

カメノξ ヒキオコシ

ヤマハクカ

ヒキオコシ

ホトケノ→jご

サルダヒコ

H 

H 

H 

Th 

HH  
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482. L. Maackianus Makino ヒメシロネ HH 

483. Meehania urticifolia 恥lakino ラショウモンカヅラ H 

484. Orthodon grossese汀atum Kudo ヒメジソ Th 

485. Perilla frutescens Britton var. japonica Hara ヱゴ、マ Th 

486. PruneIla vulgaris Linnaeus form. asiatica Hara ウツボグサ H 

487. Salvia japonica Thunberg アキノタムラソウ H 

488. S. omeroc!llyx Hayata var. intermedia 

F. Maekawa 

489. S. nipponica Miquel 

490. Scutellaria laeteviolacea Koic1zumi 

491. Teucrium japonicum Houttuyn 

94. Solanaceae ナス利

492. Lycium chinense Miller 

493. Solanum lyratum Thunberg 

95. Scrophulariaceae ゴマノハグサ件

494. Centranthera cochinchinem:is Merri11 

var. lutea Hara 

495. Lindernia crustacea F. V. r日ueller

496. Mazus japonicus O. Kuntze 

497. M. Miquelii Makino var. stolonifer Nakai 

498. Mimulus inflatus Nakai 

499. Phtheirospermum japonicum Kanitz 

500. Scrophularia duplicato-serrata Makino 

501. Veronica arvensis Linnaeus 

502. Veronica Miqueliana Nakai 

96. Bignoniaceae ノウゼ「ンカヅラ干:卜

503. Campsis grandiflora K. Schumann 

97. Acanthaceae キツネノマゴヂ'1-

504. Dic1iptera japonica 恥1akino

505. Justicia procumbens Linnaeus 

form. japonica Hara 

98. Phrymaceae ハヱドクソウやト

506. Phryma Leptostachya Linnaeus 

99. Plan1:aginaceae オオパコ和十

507. Plantago asiatica Linnaeus var. densiuscula 

Pilger 

100. Rubiaceae アカネ{;.;[.

Asperula trifida Makino 

Ga1ium dahuricum Turczaninow 

var. tokyoem:e Cufodontis 

Galium Kikumugura Ohwi 

508. 

509. 

510. 

511. 

ナツノタムラソウ H 

アキギリ H 

シソパタツナミソウ H 

ニカークサ H 

クコ

ヒヨドリジョウゴ

ト
ノ

一
一クマ、

コ

ウリクサ

トキワハ七、

サギゴケ

ミゾホオヅキ

コシオガマ

ヒナノウスツボ

タチイヌノフグリ

N 

H 

Th 

Th 

Th 

H 

HH  

Th 

H 

Th 

クワカ、タソウ H 

ノウゼンカヅラ(他殺)M

ノ、ヶ。 l' ソウ

キツネノマゴ

ノ、ヱドクソウ

オオパコ

ウスユキムグラ

ノ、ナムグラ

G. spurium Linnaeus var. echinospermum Hayek ヤエムグラ

キクムグラ

H 

Th 

H 

H 

H 

H
H
m
山
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512. G. trachyspermum A. Gray ヨサパ L、グラ H 

513. G. trifloriforme Komarow var. nipponicum Nakai クルマムグラ H 

514. G. verwn Linnaeu8 var. nikkoense Nakai カワラマツノ， H 

515. Hedyotis Lindleyana Hooker var. hirsuta Hara ハシカグサ Th 

516. Paederia scandens 恥1errill var. Mairei Hara 

517. Rubia Akane Nakai 

101. Caprifoliaceae スイカヅラ利ー

518. Abelia spathulata Siebold et Zuccarini 

var. spathulata. 

519. Abelia spathulata Siebold et Zuccarini 

var. subtetrasepala 恥1akino

520. Lonicera 豆racilipes お1iquel var. gracilipes. 

521. L. gracilipes Miquel var. glabra 乱1iquel

522. L. japonica Thunberg V3r. japonica. 

523. L. tenuipes Nakai var. tenuipes. 

524. Sambucus chinensis Lindley 

525. S. Sieboldiana Blume 

526. S. Sieboldiana Blume form. stenophyIIa Hara 

527. S. Sieboldiana Blume var. Miquelii Hara 

528. Viburnum dilatatum Thunberg form. dilatatum. 

529. Viburnum di1atatum Thunberg form. pilosulum 

Nakai 

530. Viburnum erosum Thunberg var. punctatul11 

Franchet et Savatier 

531. V. phlebotrichum Siebold et Zuccarini 

532. V. plicatum Thunberg 

533. V. plicatum Thumberg form. tOl11entosum 

Rehder 

534. Weigela coraeensis Thunberg 

535. W. decora Nakai 

102. Adoxaceae レンプクソウ利，

536. Adoxa Moschatellina Linnaeus var. inodora 

Falconer 

103. Valerianaceae オミナヱシド1

537. Patrinia scabiosaefolia Fischer 

538. P. vilIosa Jussieu 

539. Valeriana flaccidissima Maxil110wicz 

104. Dipsacaceae マツムシソウ利-

540. Dipsacus japonicus 乱1iquel

105. Cucurbitaceae ウリ何

541. Gynostemma pentaphyllum 乱1akino

542. Trichosanthes cucumeroides Maxirnowicz 

ヘクソカヅラ H 

H アカネ

ツクパネウツギ N 

メツクパネウツギ N 

ヤマウグイスカグラ N 

ウグイスカグラ N 

スイカヅラ N 

ミヤマウグイスカグラ N 

ソクヅ H 

ユツトコ 恥f

ヰミソノζ ュワトコ M 

ヱゾニワトコ M 

アラヂカ。マズミ N 

ガ、マズミ N 

コパノガマズミ

オトコヨウゾメ

オオデマリ(i1!l栽)

N

N

N

 

ヤプデ、マリ

ハコネウツギ

ニシキウツギ

M

M

N

 

レンフ。クゾウ H 

オミナヱシ

オトゴヘシ

ヤマカノコソウ

H

H

H

 

ナ
c

へナ Th 

アマチャヅル

カラスウリ

G 

G 
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106. Campanulaceae キキョウド1-

543. Adenophora triphylia A. DC. var. japonica Hara ツリガネニンジン H 

544. Adenophora triphyl1a A. DC. form. canescens 

Kitamura シラケ、シヤジン H 

545. Campanula punctata Lamarck var. punctata. ホタルブクロ H 

546. Codonopsis lanceolata Trautvetter ツルユンジン G 

547. Peracarpa car口osa Hooker var. circaeoides タニギキョウ H 

107. Compositae キクド!

548. Adenocaulon himalaicum Edgeworth ノフ‘ニ干 H 

549. Ainsliaea acerifolia Schultz-Bipontinus 

var. subapoda Nakai オクモミヂハグマ H 

550. A. apicuiata Schultz-Bipontinus キツコウハグマ H 

551. Artemisia japonica Thunberg オトコヨモギ H 

552. A. Keiskeana Miql!el イヌヨモギ H 

553. A. princeps Pampaini カズザキヨモギ H 

554. Aster ageratoides Turczaninow sub己p. ovatus 

Kitamura ノコンギク H 

555. A. Glehni Fr. S�idt var. hondoensis Kitamura ゴ、マナ H 

556. A. Iinumae Kitamura ユウガ、ギク H 

557. A. leiophyllus Franch. et Savatier ヤマシロギク H 

558. Aster scaber Thunberg シラヤマギク H 

559. A. Sugimotoi Kitamura アキハギク H 

560. A. Yomena Honda var. dentatus Hara カントウヨメナ H 

561. Atractylodes japonica Koic1zumi オケラ H 

562. Bidens tripartita Linnaeus タウコギ Th 

563. Cacalia delphiniifolia Siebold et Zuccarini モミヂガサ H 

564. C. farfaraefolia Siebold et Zuccarini 

var. acerina Kitamura モミヂタマブキ H 

565. C. farfaraefolia Siebold et Zuccarini 

var. bulbifera Kitamura タマプキ H 

566. C. nikomontana Matsumura オオカニコウモリ H 

567. Carpesium abrotanoides Linneuaus 守タフ、タノ〈コ Th 

568. C. divaricatum Siebold et Zuccarini カ'ンクピソウ Th 

569. C. glossophyllum Maximowicz サジガンクピソウ H 

570. Carpesium Koidzumii Nlakino ホソノごカーンクピソウ H 

571. C. Koidzumii Makino var. Matsuei Hara ノツォ;ロカD ンクピソウ H 

572. C. triste Maximowicz カ司ンクピーヤブタノごコ H 

573. Centipeda minima Al. トキンソウ Th 

574. Chrysanthemum Makinoi Matsumura リウノウギク H 

575. Cirsium comosum Matsumura var. incomptum 

Kitamura タイアザミ H 

-576. C. japonicum DC. ノアサ、ミ H 
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577. C. microspicatum Nakai アヅマヤマアサ、ミ H 

578. Ec1ipta prostrata Linnaeus タカサプロウ Th 

579. Erechtites hieracifolia Rafinesque ダンドボロギク Th 

580. Erigeron annuus Persoon ヒメヂョオン Th 

581. E. canadensis Linnaeus ヒメムカシヨモギ Th 

582. Eupatorium chinense L. var. simplicifolium 

Kitamura ヒヨドリパナ H 

583. E. Lindleyanum DC. イサワヒヨドリ H 

584. Gnaphalium affine D. Don ハハコグサ Th 

585. G. japonicum Thunberg チチコグサ H 

586. Gynura japonica Juel サンシチ(野化) H 

587. Hemistepta lyrata Bunge キツネアザミ Th 

588. Ixeris chinensis Nakai subsp. stigosa Kitamura タカサゴソウ H 

589. 1. dentata N akai ユガナ H 

590. 1. japonica Nakai ヂシノξ リ H 

591. Lactuca indica Linnaeus var. laciniata Hara アキノノゲシ Th 

592. L. Raddeana Maximowicz var. elata Kitamura ヤマニカナ Th 

593. Leibnitzia Anandria Nakai センポンヤリ H 

594. Ligularia Fischeri Turczaninow オタカラコウ H 

595. Macroclinidium robustum Maximowicz カシワノ〈ノ、グマ H 

596. M. trilobum Makino オヤリハグマ H 

597. Paraixeris denticulata Nakai ヤクシソウ Th 

598. P. denticulata Nakai form. pinnatipartita Nakai ハナヤクシソウ Th 

599. Pertya glabrescens Schultz-Bipontinus ナガパノコウヤボウキ N 

600. P. scandens Schultz-Bipontinus コウヤボウキ CH 

601. Petasites japonicus Maximowicz フキ H 

602. Picris hieracioides Linnaeus コウゾリナ Th 

603. Prenanthes acerifo1ia 恥1atsumura フクオウゾウ H 

604. P. Tanakae Koidzumi オオユガナ H 

605. Saussurea nikoensis Franchet et Savatier トウヒレン H 

606. S. nipponica Miquel subsp. sendaica Kitamura センダイトウヒレン H 

607. Senecio cannabifolius Lessing ノ、ンゴンソウ H 

608. Siegesbeckia glabrescens Makino コメナモミ Th 

609. S. pubescens Makino メナモミ Th 

610. Solidago Virgaurea Linnaeus アキノキリンソウ H 

611. Sonchus asper Linnaeus オュノゲシ Th 

612. S. oleraceus Linnaeus ノゲシ Th 

613. Youngia japonica DC. オニタビラコ Th 

108. Bambusaceae タケヂl

614. Arunclinaria ramosa Makino アヅマザサ N 

615. Pleioblastus chino 乱iJakino アヅマネザサ N 

616. Pseudosasa japonica Makino ヤダケ N 
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ヌカボ

チョウセンガリヤス

スズメノテツポウ

シロコプナグサ

コブナゲサ

ドジョウツナギ

ヤマカモジグサ

ウシノシツペイ

タチカモジグサ

カモジグリ‘

ニワホコリ

ナギナタガヤ

アプラススキ

-tトイトウガヤ

アキメイジハ

アヅマガヤ

タツノヒゲ、

ト;J;'シカびラ

ヤマヌカボ

ミヤコザサ

トダシパ

メイジノ、

ノピヱ

カゼ、クサ

スズダケ
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Sasa nipponica Makino et Shibata 

Sasamorpha purpurascens Nakai 

Sinoarundinaria pubesc己ns Honda 

109. Gramineae イネ科

Agropyron japonense Honda 

A. semicostatuηJ. Nees 

Agrostis Matsumurae Hackel 

A. perennans Tuckerman 

Alopecurus geniculatus Linnaeus 

Arthraxon hispidus Makino 

A. hispidus lVIakino var. brevisetus Hara 

Arundinella hirta Tanaka var. ciliata Koidzumi 

Brachypodium miserum Koidzumi 

Calamagrostis arunclinacea Roth 

var. brachytricha HackeI 

Cleistogenes Hackeli Honda 

Diarrhena japonica Franchet et Savatier 

Digitaria Isckaemum Muehlenbe培

D. san停lÍnalis Scopol� var. ciliaris Doell 

Eccoilopus cotulifer A. Camus 

Echinochloa crusgall Beauvois 

subsp. submutica Honda 

Eragrostis ferruginea Beauvois 

E. multicaulis SteudeI 

Festuca Myuros Linnaeus 

F. parvigluma Steuclel 

Glyr,eria leptolepis Ohwi 

G. tonglen巴is Clarke var. honshuana L. KeIso 

Hemarthria japonica Roshevitz 

Hystrix longe-aristata Honcla 

Imperata cylindrica Beauvois var. Koenigii 

Durancl et Schinz 

617. 

620. 

621. 

622. 

ε30. 

631. 

G32. 

633 、J ‘J.

636. 

637. 

638. 

642. 

643. 

644. 

639. 

640. 

641. 

634. 

635. 

623. 

624. 

625. 

626. 

627. 

628. 

629. 

618. 

619. 

G 

HH 

E 

Th 

H 

チガヤ

サヤヌカグサ

イフぜキヌカ示、

ササカ。ヤ

アシボソ

Leersia Sayanuka Ohwi 

Microstegium nuclum A. Camus 

M. vimineum A. Camus var. imberbe Honcla 

Milium effusum Linnaeus 

恥'Iiscanthus sinensis Anclerson 

645. 

647. 

643. 

646. 

H 

H 

H 

Th 

H 

H 

ススキ

ネズミガヤ

キグチノネズミガヤ

コチヂミザサ

ヌカキピ

チヂミザサ

Muehlenbergia japonica Steudel 

M. ramosa Makino 

Oplismenus japonicus Honda 

o. unclulatifolius Foemer et Schultes 
Pa乱icum pacificum Tuyama 

649. 

650. 

651. 

652. 

653. 

654. 
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655. Paspalu1l1 Thunbergii Kunth ススメノヒェ H 

656. Pennisetum alo1)ecuroides Sprengel チカラシパ H 

657. Phalaris arundinacea Linnaeus クサヨシ H 

658. Phragmites longivalvis Steudel ヨシ HH 

659. Poa acroleuca Steudel ミゾイチゴツナギ Th 

660. P. acroleuca Steudel var. spiciformis Honda ヤマミゾイチゴツナギ Th 

661. P. acroleuca Steudel var. submoniliformis Makino タマイチゴヴナギ Th 

662. P. annua Linn乳eus スヌ:メノカタピラ Th 

663. P. sphond.ylodes Trinius var. strictula Koidzumi ザラツキイチゴツナギ H 

664. Sacciolepis indica Chase ノ、イヌメリ Th 

665. Setaria autumnalis Ohwi アキノエノコログサ Th 

666. S. lutescens Hubbard キンエノコロ Th 

667. S. viridis Beauvois ヱノコログ\リー Th 

668. Sporoborus elongatus R. Brown ネズミノオ H 

669. Themeda japonica Tanaka ;1 :H ル jJ '1' H 

670. Trisetum bifidum Ohwi カエツ 1) グサ H 

671. Zoysia japonica Steudel 三一/~、事 H 

110. Cyperaceae カヤツリグサーや|

672. Carex albata Bott ミノボロスデ H 

673. C. aphanolepis Franchet et Savatier ヱナシヒゴクサ H 

674. C. brunnea Thunberg オオイトスヂ H 

675. C. confertifIora Boot ミヤマシラスヂ H 

676. C. curuicollis Franchet et Savatier ナルコスゲ H 

677. C. disdtif10ra Franchet ミヤマジユズスゲ H 

678. C. forficula Franchet et Savatier 苧"'" il、ワフ、ザ H 

679. C. gibba Wahlenberg マスクサ H 

680. C. Iclzuroi Franchet et Savatier ウマスダ H 

681. C. incisa Boott カワラスヂ H 

682. C. ischnostachya Steudel ジユズスヂ H 

683. C. japonica Thunberg ヒコ、、クザ H 

684. C. kiotensis Franchet et Savatier テキリスヂ H 

685. C. leucochlora Bunge アオスゲ H 

686. C. macroglossa Franchet et Savatier コジュズスヂ H 

687. C. Maximowiczii Miquel ゴ、ウソ H 

688. C. mollicula Boott ヒメシラスゲ H 

689. C. Morrowii Boott var. temnolepis Ohwi et Araki ホゾパカンスヂ H 

69の. C. multifolia Ohwi ミヤマカンスヂ H 

691. C. otaruensis Franchet オタルスヂ H 

692. C. oxyandra Kudo ヒメスヂ H 

693. C. Reinii Franchet et Savatier コカンスヂ H 

694. C. rhizopoda Maximowicz シラコスヂ H 

695. C. siderosticta Hance タカ‘ネソウ H 
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696. C. Thunbergii SteudeI 

697. C. amuricus Maximowicz var. Iaxa Nakai 

698. C. microiria SteudeI 

699. C. orthostachyus Franchet et Savatier 

var. robustus Hara 

700. Fimbristylis complanata Link var. microcarpa 

C. B. Clarke 

701. 

702. 

F. miliacea VahI 

KyIlingia brevifolia RottboeIl var. leiolepis Hara ヒメクグ

703. Pycreus ~anguinolentus Nees 

704. Scirpus Wichurai Boeckeler 

111. Araceae サトイモ件

705. Acorus asiaticus Nakai 

706. A. gramineus Solander 

707. Arisaema amplis伹um Blume 

708. A. angustatum Franchet et Savatier 

709. A. serratum Schott var. ionochlamys Nakai 

710. A. serratum Schott var. viridescens Nakai 

711. A. Urashima Hara 

アセ、スゲ

チヤガヤツリ

カヤツリグサ

ヵ、ンケゲ

ヒメヒラテンツキ

ヒデザコ

カワラスガナ

アイパソウ

ウ

フ
ヨ
ウ
シ
ヨ
キ
シ
セ
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H 

Th 

Th 

Th 

Th 

Th 

H 

Th 

HH 

HH 

HH 

オオマムシグサ G 

ホソパテンナンショウ G 

ムラサキマムシグサ G 

カントウマムシソウ G 

ウラシマゾウ G 

712. PineIlia ternata Brεitenbach var. viridis 恥1:akino カラスピシヤク G 

112. Co~melinac邑ae ツユクサ f+

713. Aneilema Keisak HasskarI 

714. Commelina communis Linnaeus 

113. uncaceae イグサ什，

715. ‘ uncus decipiens Nakai 

716. J. bufonius Linnaeus 

717. J. Leschenaultii Gay 

718. J. nikkoensis Satake 

719. J. tenuis WiIldenow 

720. Luzula multiflora Lej巴une

721. L. plumosa Meyer 

114. Li1iaceae J_リ持

722. Allium nipponicum Franchet et Savatier 

723. A. Thunbergii Don 

724. Asparagus schoberioides Kunth 

725. Cardiocrinus cordatum lVlakino 

726. Disporum sessile D. Don 

727. D. sessile D. Don var. stenophylla 

Franchet et Savatier 

728 , D. smilacinum A. Gray 

729. HemerocalIis disticha Donn var. kwanso Nakai 

730. Hosta longipes Matsumura 

イヰミクサ

ツユクサ

イ

Th 

Th 

HH  

ヒメコウガイゼキショウ HH

コウカゃイーピキショウ HH 

ュツコウコウガイゼキショウ HH

クサイ H 

ヤマスズメノヒヱ

ヌカ斗， :ンソウ

ノピ 1レ

ヤマラッキョウ

キジカクシ

ウパュリ

ホウチヤクソウ

H 

H 

G

G

G

G

G

 

ホゾノ〈ホウチヤクソウ G 

ヂゴユリ

ヤブカンゾウ

イワギボウシ

G

H

G
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731. H. longissima Honda var. brevifolia F. Maekawa ミヅギボウシ G 

732. H. Sieboldiana Engler トウギボウシ G 

733. Li1ium auratum Lindley ヤマユリ G 

734. L. pseudotigrinum Carriere コオユユリ G 

735. Liriope muscari Bailey var. communis Nakai ヤプラン H 

736. Opliopogon japonicus Ker-Gawler リユウノヒゲ H 

737. Paris tetraphylla A. Gray ツクパネゾウ G 

738. Polygonatum fa1catum A. Gray ナルコユリ G 

739. P. japonicum Morren et Decaisne アマドコロ G 

740. P. silvicolum Makino ヤマナルコユリ G 

741. P. lasianthum Maximowicz 

742. Scil1a sci1loic1es Druch 

743. Smilax China Linnaeus 

744. S. nipponica Miquel 

745. S. Sieboldi Miquel 

746. Tricyrtis iaponica 孔IIiquel

747. T. maropod� Miquel 

748. Trillium Tschonoskii Maximowicz 

115. Amaryl1idaceae ヒガンパナ件

749. Lycoris rac1iata Herbert ヒガンパナ G 

116. Dioscoreaceae ヤマノイモ1"1・

750. Dioscorea bulbifera Linnaeus form. spontanea 

Makino et Nemoto ニカ、カ、シユウ G 

751. D. gracil1ima Miquel タチドコロ G 

752. D. japonica Thunberg ヤマノイモ G 

753. D. tenuipes Franchet et Savatier ヒメドコロ G 

754. D. Tokoro Makino オュドコロ G 

117. Iridaceae アヤメ利，

755. Iris ensata Thunber玄 var. spontanea Nakai ノハナショウブ H 

756. 1. japonica Thunberg シャガ H 

757. 1. Nertchinskia Loddiges アヤメ H 

118. Zingiberaceae ショウガH

758. Zingiber Mioga Roscoe 

119. Orchidaceae ラン利

759. Calanthe c1iscolor Lindley 

760. Cephlanthera erecta Blwne 

761. C. falcata Lindley 

762. C. longibracteata Blume 

763. Cymbidimn virescens Lindley 

764. Liparis Kumokiri F. Maekawa 

765. Platanthera mandarinorum Reichenback, f. 

766. P. minor Reichenback, f. 

ミヤマナルコユリ G 

、ソ}[/ ;J ,' G 

守)- }レトリイノ〈ラ M

G

M

 

シオデ

ヤマカ、シユウ

ヤマヂノホトトギス G 

ヤマぷトトギス G 

シロパナヱンレイソウ G 

ミョウガ G 

エビネ H 

ギンラン G 

キンラン G 

ササパギンラン G 

シュンラン H 

クモキリソウ G 

ヤマサギソウ G 

オオパノトンボソウ G 
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5 R駸um� 

Along the shore line of the sea referred to in the subject of this paper, 

there are situated two National Forest巴， one of them a strand wood-land touching 

the shore line anc1 the other a forest of the inland hill region. The strand 

wooc1.1and is in lbaraki Prefecture, and the.inlanc1 forest in Fukushima Prefecture. 

For these two forests, survey of plants had been performed during the last 

few years since 1947. The content oﾍ this report is composed of two parts, 

the one being the plant list, essentially completed by auther Hayashi, and the 

other some notes, clescribed essentialy by author Kawada , relating to the plant 

life. 

A. The principal articles are as follows: 

(1) The name ancl area of each forest: 

Concerning the one in lbaraki Prefecuture, i. e. the strand wood-land: Name 

"lVluramatsu" , area: 315 hectares. 

Concerning the one in Fukushima Prefecture, i. e. the inland ﾍorest: Name: 

“lVIegane" , area: 439 hectares. The situation of each is shown in the map of 

Fig. 1. 

(2) Outline of the regions of forest formation-groups in Japan. 

Author (Kawaèa, M.) divided the whole land of .Tapan into 10 regions of 

foreらt formation-group as follows: 

[. Region of forest formation-group mainly composed of sub-tropical oceanic 

vegetations. 

ll. Region of forest fonnation-group mainly composed of screlophyllous 

evergreen broacl-leaved trees. 

111. Region oﾍ forest formation-group mainly composed of evergreen broadｭ

leaved trees occasionally associatecl with coniferous trees of “Podocarpaceaeけ

IV. Region oﾍ forest formation'group mainly composed of evergreen broadｭ

leaved trees associated with coniferous trees. 

V. Region of forest fonnation-group mainly composed of evergreen and 

deciduous broad-leaved trees occasionally associatec1 with coniferous trees. 

¥1. Region of forest formation-group mainly composed of deciduous broad司

leaved trees occasionally associated with coniferous trees. 

YII. Region of forest formation-group mainly composed of heigh mountain 

coniferous trees associated with some c1eci�.uous broad-leaved trees. 

¥111. Region of forest formation-group mainly composed of northern coniferous 

tree巴 associated with some deci�.uous broa�.-leaved trees. 

IX. Region of forest formation-group mainly composed 0:': strand forests. 

X. Region of upper limit of woodland-vegetation mainly composed of 

prostrating cniferous and broad-leaved trees aEsociated with various kinds of 

heather-like plants. 

A mong these 10 forest formation-groups, author recognize some oﾍ them are 
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holding some types of forest vegetation in themselves, for instance, groups \1 , 
m, lX, as follows: 

(a) Conceming Group ¥1 : 

In this group there should be many types , from viewpoint of physiognomy, 

but there are a few autheτcan definitely recognize, e. g.: 

Type 卜 Normal type, which is a.ssociated with no coniferOus tree~. 

Type ll. Chamaecyparis type, namely among coniferous trees Chamaecyparis 

remarkably predominate. 

Type 111. Abies type. 

Type ¥V. Cryptomeria type. 

Type V. Thujopsis type. 

Type v1. Northem Abies (“Todomatsu") type. 

(b) Conc号ming Group vn: 
Author r己cognizes two types in this group. they are: 

Typ巴ト West-southern type mainly associated with Abies homolφis， A. 

Veitchii, A. Mαγiesii， Pic bα jezoensis va.τ . hondoensis, Tsgα diveγsifoliαand 

Larix KaemJう.feri ， amongst these the Larix is very characteristic. 

Type H. Northem type mainly associated with Abies M ariesii sometimes 

mixed with very few of Tsuga diversifolia, and it is very �racteristics that 

this type holc1s no Picea anc1 no Larix. 

(c) Conc麥ing Group lX : 

Auther �vides this group a弓 follows:

Type J. Japanese black pine type. 

Sub-Type A. pure stanc1 of black pine. 

Sub-Type B. holds sometimes very few of rec1 pine. 

Type IT. Mixec1 stand composec1 of black anc1 red pine. 

Sub-Type A. normal mixec1 stanc1. 

Sub-Type B. mixec1 in smaI1 groups, usually this sub-type appears in 

the north. 

Typ巴Ill. Japanese rec1 pine type. 

Type lV. Northem black pine type, essentialy composed of plantec1 ones , 

but sometimes establishec1 fromthe clescendants of plan氾d 0日間， in very rar己

cases composed: of: natural growth. 

Notes: ]apanese blac云 pine is Pinus Thunbergii, and ]apanese red pine is P. densijlora. 

The accual distribution of these 10 regions above-mentioned is illustrated 

、conceptional1y in the map of Fig. 1. 

Notes: (旦) The Region 1 does not appear in this map, because so far as th号 area

included in this map is conc巴rned th邑r巴 is no island to be cove'fed with the vegetation 

.of sub-tropical ocea口ic_

(b) Th巴 vegetations belonging to Region 2 usually appear 0ロ the rock cliffs which 

mark the en::l of vegetatioロ of Region 3, therefore, although the existence of this region 
IS v巴ry clear, it cannot be illustrated because the areas covered with this vegetation are 

too small for this scale of map. 
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(c) The Region 9 should have a huge length of vegetation in view of the total 
length of shore line of ]apan, but, everywhεr巴， the width of this vegetation is too narrow 
to be drawn in this map. 

The National Forest “lVIuramatsu" is situated very close the shoreline, and 

the vegetation belongs to Region 9, Type rr , sub-type A , thus, the situation of 

the forest seems to be in the Region 5 on the map. The National Forest 

“ Megane" is situated on the boundary line between Region 5 and Region 6, but 

mainly in Region 6, Type 111. Abies type. 

(3) Special notes about the two forests: 

In "Muramatsu" there is set an experimental area on the sandプdune reclamation,. 

andin “ Megane" some experimental plots on the thinning of “Sugi"(Cryρtomeria) 

stand. Both of them are very wel1 known among the foresters in 1apan. 

(4) The biological spectれllTIS of Raunkiaer: 

From the name-list of plants growing in the two forests two biologic::tl 

spectrums are obtained which are shown in Table 1. (See Fig. 2, a , b) 

(5) Several discussions concerning the spectrums. 

Hayek, A. points out (S. 101, Allgemeine P f1anzengeographie, Berlin, 1926) 

that following spectrums are the types in each particular climate respectively 

as shown in Table 2. From 6 spectrums s~lOwn in Table 1, and Table 2. author 

deduc己d 6 series of number following values of percentage of lif巴司forrn. (See 

Computation 1., 2. , and Table 3.) Then, author to thε6 series oﾍ number 

applied a statistical method i. e. “ Rank Method" . The rank.correlation 

coefficients (p) obtained are as fol1ows: (See Computation 1, 2 and 3, a, b, c), 

p(No. 5, No. 6) =p(Muramatsu, Megane) =0.96 K 

p(No. 1, No. 2)=p(Nomal, Tropical rainy)=0.98A 

p(No. 1, No. 5) =p(Normal, Muramatsu) 二 0.80B

ρ(No. 1, No. 6) =p(Normal, Megane) =0.68 C 

p(No. 2, No. 5) =p(Tropical rainy, Muramatsu) =0.81 D 

p(No. 2, No. 6) 二 p(Tropical rainy , Megane) =0.70 E 

p(No. 3, No. 5) =p(Dry desert, Muramatsu) =0.68 F 

p(No. 3, No. 6) =p(Dry desert, Megane) =0.72 G 

p(No. 4, No. 5) =p(Arctic, Muramatsu) =0.48 H 

p(No. 4, No. 6) =ρ(Arctic ， Megane) =0.52 1 

The result'i obtained are as folIows: 

The c1imates of Muramatsu and of Megane are very similar. (K) 

The c1imates of Normal and of Tropical rainy are very similar, better to・

say almost the same. (A) 

The c1imate of Muramatsu is closer to the c1imate of Normal than that of 

Megane, and at the same time, same relation holds between Tropical rainy and 

Muramatsu as well as Megane. (B, C, D, E) This conclusion is to be accepted 

from the fact that Muramatsu is situated in the region of evergreen broad-leaved 

trees while Megane in the region of deciduous broad-leaved trees. 
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The cIimate of Megane is c1o!':er to the c1imate of �.ry desert than that of 

Muramatsu. (F, G). At the same time, the same relation can be recognizecl 

between the c1imate of arctic and of Megane as well as Muramatsu. This 

concIusion is also acceptable from the same reason of situation relating vegetation 

as above pointec1 out. (H, 1) Compared with the values p of D , E , F , G , H , 

anc1 1, it shall be conc1uded as acceptable, that the c1imates of Muramatsu and 

of M昭an巴 are rather more similar to the c1imate of t1'opical 1'ainy than that of 

dry desert and of a1'ctic, except the case H. This conclusion is 1'easonable in view 

{)f the situation of the two fo1'est relating to vegetation. (See Fig. 1). 

(6) The peculiarity of cIimate of this dist1'ict anc1 the characteristic plants. 

The sea , a pa1't of weste1'n Pacific Ocean, socalld “ Kashimanada" , is ve1'y 

famou3 place physiographically whe1'e the wa1'm cu汀巴nt "Kuroshio" and the cold 

cur1'ent “ üyashio" meet , the forme1' f1'om the south ancl the latte1' f1'om the 

north, c1ashing anc1 hitting vigo1'ously each other. Influenced by this fact the 

c1imate of this dist1'ict is ma1'ked with va1'ious peculia1'ities such as very dense 

mist socaUec1 "Gas" , ve1'y quick change of tempe1'ature and weathe1', and also 

ve1'Y wiù巴1'ange of tempe1'atu1'e especially in the season f1'om ea1'ly sp1'ing-to 

mic1-summe1'. 

Causec1 by this climate the vegetations of this dist1'ict a1'e ve1'y complicatecl 

from viewpoint of flo1'istic composition. Among the nume1'ous species seve1'al 

plants can be 1'ecognized clearly as coming f1'om the fa1' south, othe1' species 

from the far no1'th. 

The species found in Natinal Fo1'est “ Mu1'ama ì>;u" , the st1'ancl woodland, 

which seem to belong to relatively southern home land: 

Japanese name (Latin name) 

Hirohabenishida (D1'yopteris e1'yth1'oso1'a var. ambigens) 

Suc1ajii (Shiia Sieboldi) 

Tokiwaakebi (Stauntonia hexaphylla) 

Nanten (Nandina domestica) 

Binankac1su1'a (Kac1sura japonica) 

Himeyudsu1'iha (Daphiphyllum glaucescens) 

Mochinoki (Ilex integ1'a) 

Mokukoku (Ternst1'oemia japonica) 

Ohbagumi (Elaeagnus mac1'ophyl1a) 

Iyokac1su1'a (Cynanchum japonicum) 

Hamaguruma (Wedelia p1'ostrata) 

Hatagaya (BulbostyIis ba1'bata) 

Hamasuge (Cyperus rotundus) 

Birohdotentsuki (Fimb1'istylis sericea) 

Ibokusa (Aneilema Keisak) 

Hiohgi (Belamcanada chinensis) 

Benikaya1'an (Gastrochilus matsu1'an) 
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Yohrakuran COberonia japonica var. aurantiaca) 

Kayaran (Sarcochilus japonicus) 

Plants which seem to belong to relatively northern home land: 

Okahijiki (Salsora Komarovi) 

Hamahatazao (Arabis japonica var. stenocarpa) 

Hamanasu (Rosa ru耳osa)

Ohumegasasoh (Chimaphyl1a umbelata) 

Unran (Linaria japonica) 

Yamahahako (Anaphalis margaritacea) 

Shiroyomogi (Artemisia Stelleriana) 

Yanagitanpopo (Hieracium urnbellatum) 

Ohnigana (Ixeris dentata var. amplifolia) 

Hamaninniku (Elymus mollis) 

Kurokawazusuge (Carex arenicola) 

Sukashiyuri (Lilium maculatum var. elegans) 

Himeizui (Polygonatum humile) 
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The species, appearing in National Forest “乱1egane" ， forest of hill region, 

seem to belong relatively southern home land: 

Kohyakokeshinobu (Hymenophyllum barbatum) 

Yawarashida (Dryopteris laxa) 

Ohbenishida (D. rhomboideo・ovata)

恥iamezuta (Lemmaphyllum microphyllum) 

Tachishinobu (Onychimll :iaponicum) 

Ohitachishida (Polystichum Bissetianum) 

Komochishida (Woodwardia orientalis) 

Kanikusa (Lygodium japonicum) 

Shirakashi (Cyc1obalanopsis myrcinaefolia) 

Sudajii (Shiia Sieboldi) 

Itabikazura (Ficus foveolata) 

Shiroc1amo (Neolitsea latifolia) 

Yuriwasabi (Eutrema bracteata) 

Inuzakura (Prunus Buergeriana) 

Jaketsuibara (Caesalpinia japonica) 

Yabutsubaki (Camellia japonica var. spontanea) 

Enoshimakibushi (Stachyurus ovalifolius) 

Teikakazura (Trachelospermum asiaticum var. inttrmedium) 

Natsunotamuraso (Salvia japonica var. typica) 

Momijitamabuki (Cacalia lobatifolia) 

Plants which seem to b己long to relatively northern home land: 

Kohraimeshic1a (Asplenium rubripes) 

Oshic1a (Dryopteris crassirhizoma) 

Miyamabenishic1a (D. monticola) 
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Ohyolmire (Ulmus laciniata) 

Michinokusaishin (Heterotropa Fauriei) 

Hirohanokiwada (Phellodendron sachalinense) 

Kokuwazuru (Actinidia platyphyIla) 

Amanyu (AngeIica edulis) 

Jinyohichiyaku (Pyrola renifolia) 

Renpukusoh (Adoxa MoschateIlina) 

Nopporogankubiso (Carpesium Koic1zumii var. Matsuei) 

Olmigana (Ixeris clentata var. amplifolia) 

Oyarihaguma (MacrocIinidium trilobum) 

Sendaitohhiren (Saussurea nikoensis) 

Hirohaclojohtsunagi (S. nipponica subsp. sendaica) 

B. Name list of plants growing in the two National Forests. 

(1) The wilcl plants appearing in Muramatsu National Forest and surrouncling 

woodlancls can be cIassified into 112 families, 561 species, ancl those found in 

Megane National Forest located in hil1y region, 119 families, 766 species. 

(2) Of the plants growing in the two National Forests, from the “ floristic 

plant geographical" point of view, the foIlowings are of great interest: Betula 

platyphylla Sukatchev. var. japonica Hara, Morus bombycis Koiclzumi var. 

maritima Koiclzumi, Stauntonia hexaphyIIa Decaisne, Dontostemon dentatus 

Ledebour, Rosa rugosa Thunberg, Daphniphyllum glauce主cens Blume, Ternstroemia 

Mokof Nakai, Chimaphila umbel1ata W. Barton, Artemisia SteIleriana Besser, 

Wedelia prostrata Hemsley, Lilium maculatum Lindley var. elegans Koiclzumi , 

Polygonatmll humile Fischer, Epipactis Sayekiana Makino , Gastrochilus matsuran 

Schlechter, Oberonia japonica Makino var. aurantiaca Makino , Usnea japonica 

Wain.，一(Above listed 16 species are found in Muramatsu National Forest.) 

Athyrimn rubripes Komarov, Onychium japonicum Kuntze, Heterotropa 

Fauriei F. Maekawa, Stachyurus ovalifolius Nakai , Ajuga yesoensis Maxim. var. 

tsukubana Nakai , Cacalia farfaraefolia Sieb. et Zucc. var. acerina Kitamura, 
Carpesimn Matsuei Tatewaki et Kitamura, Macroclinidium trilobmn Makino , 

Saussurea nipponica Miq. subsp. sendaica Kitamura , Carex otaruensis Franch, 

Juncus nikkoensis Satake，ー(Above listedl11 species are found in lVIegane National 

Forest.) 


